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私
た
ち
は
伝
え
て
い
く
、

未
来
の
坂
町
で

土
砂
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
が

二
度
と
で
な
い
よ
う
に

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
で
は
、
町
内
各
地
で
大
規
模
な
土
砂
災
害

や
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雨
災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
、
災
害
に
つ
い
て
将
来
に
わ

た
っ
て
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
豪
雨
災
害
か

ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
将
来
に
伝
承
し
、
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
災
害
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
、
こ
の
水
害
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

坂町水害碑　坂町自然災害伝承公園
令和3年3月 建立

伝 

承
坂町長

吉田　隆行

発
刊
に
あ
た
っ
て

　
平
成
30
年
７
月
６
日
に
本
町
を
襲
っ
た
豪
雨
災

害
は
、
平
年
の
７
月
１
カ
月
分
の
降
水
量
を
は
る

か
に
超
え
る
猛
烈
な
雨
が
、
わ
ず
か
３
日
間
で
降

り
、
町
内
各
地
で
大
規
模
な
土
砂
災
害
や
浸
水
被

害
を
引
き
起
こ
し
、
災
害
関
連
死
を
含
む
21
名
の

方
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
、
今
も
な
お
１
名
の

方
が
行
方
不
明
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆
様

に
心
か
ら
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
未
曾
有
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
な
す

す
べ
も
限
ら
れ
て
い
た
中
、
発
災
直
後
か
ら
応
急

復
旧
期
ま
で
の
一
番
重
要
な
初
動
期
に
、
被
災
者

の
救
援
・
救
助
、
捜
索
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た
警

察
、
消
防
、
自
衛
隊
、
医
療
関
係
機
関
。
応
急
復
旧

作
業
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
国
や
県
、
自
治
体
関

係
機
関
。
住
民
の
生
活
再
建
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
２
６
，０
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
、
全
国
各
地
か
ら
届
け
ら
れ
た
支
援
物
資
な

ど
、
多
く
の
物
的
・
人
的
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
、
こ
こ
に
改
め
て
深
く
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
の
御
支
援
の
も
と
生
活
再
建
と
復

旧
・
復
興
を
速
や
か
に
進
め
る
た
め
、
本
町
で
は
令

和
元
年
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る「
平
成
30
年
７
月
豪
雨

災
害
坂
町
復
旧
・
復
興
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、「
が

ん
ば
ろ
う
！！
坂
町
」を
合
言
葉
に
、
町
民
の
皆
様
と

一
丸
と
な
っ
て
復
旧
・
復
興
事
業
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
国
・
県
を
は
じ
め
関
係
機
関

の
御
尽
力
も
い
た
だ
き
、
令
和
６
年
３
月
末
で
、
復

旧
工
事
に
つ
い
て
は
概
ね
完
了
の
運
び
と
な
り
、
今

後
は
、
復
旧
か
ら「
本
格
的
な
復
興
へ
」と
大
き
く

舵
を
切
り
、「
災
害
か
ら
復
興
し
、
み
ん
な
に
や
さ

し
い
ま
ち
坂
町
」の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
よ
り
一

層
加
速
さ
せ
、
災
害
前
よ
り
も
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
の「
坂
町
災
害
・
復
興
記
録
誌
」は
、
災
害
に

よ
る
犠
牲
者
を
二
度
と
出
さ
な
い
と
い
う
強
い
決

意
の
も
と
、
豪
雨
災
害
の
実
情
を
正
確
に
記
録
し

記
憶
に
と
ど
め
、
坂
町
の
地
形
地
質
な
ど
に
基
づ

く
土
砂
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
、
被

災
か
ら
復
旧
・
復
興
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
地
元

の
方
々
、
国
・
県
並
び
に
関
係
機
関
の
方
々
か
ら
の

貴
重
な
証
言
や
教
訓
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
内
容

と
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
て「
災
害
は
い
つ
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
」と
い
う
緊
張
感
と「
災
害
対
策

に
こ
れ
で
十
分
と
い
う
こ
と
は
な
い
」と
い
う
認
識

を
町
民
の
皆
様
と
共
有
し
、
よ
り
最
新
の
知
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
住
民（
自
助
）、
地
域（
共
助
）、

行
政（
公
助
）が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
平
時
か
ら

の
実
践
的
な
取
組
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
本
誌
の
作
成
に
あ
た
り
、
取
材
や
資
料
提
供
に

御
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
、
並
び
に
関
係
機

関
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
発
刊
の
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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坂地区 総頭川の災害を伝える水害碑  
（坂東二丁目 八幡山八幡神社内）平成30年（2018）土石流により埋もれた天地川

小屋浦地区 天地川の災害を伝える水害碑と報恩の碑
（小屋浦四丁目 坂町自然災害伝承公園内）
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SAKA town
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坂町における過去の災害

記   
録

明治40年（1907）小屋浦地区
の被災状況を伝える２枚の写真

　
私
た
ち
の
住
む
坂
町
に
は
、
平
成
30
年
7

月
の
災
害
以
前
に
も
、
二
つ
の「
水
害
碑
」が

あ
り
ま
し
た
。

　
過
去
、
大
き
な
痛
手
を
負
っ
た
先
人
達

が
、
そ
の
被
害
の
大
き
さ
を
記
録
す
る
と
と

も
に
、
未
来
に
生
き
る
人
た
ち
に
対
し
て
、

同
じ
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
と
伝

え
て
く
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

進
め
て
き
た
多
く
の
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

な
ど
、
そ
れ
ら
を
過
信
し
、
避
難
が
出
来
な

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
想
像
を
超
え
る
規
模

で
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
、
悔
恨
を
感
じ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　
坂
町
は
、
復
旧
・
復
興
を
果
た
し
、
前
よ

り
も
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
災
害
の
記
憶
を
必
ず
未
来
へ
伝

え
て
い
き
ま
す
。

　
残
る
写
真
に
は
土
砂
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
小
屋
浦
の

ま
ち
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
災
害
は
坂
町
内
で
、

46
人
も
の
尊
い
命
を
奪
い
ま
し
た
。

　
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
土
砂
は

再
び
、
ま
ち
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

明
治
40
年
、坂
町
で

46
人
の
死
者
を
出
し
た

豪
雨
を
伝
え
る
碑

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

私
た
ち
は
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

明
治
40
年
の
豪
雨
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

1

1

2

2

坂地区

小屋浦地区

坂町教育委員会 所蔵坂町教育委員会 所蔵

坂町教育委員会 所蔵
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夏
の
長
雨
が
続
く
と
、
山
に
は

多
く
の
水
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
そ
の
状
態
で
、
豪
雨
が
起
き
る

と
山
の
斜
面
は「
土
砂
災
害
発
生

限
界
」と
い
う
状
態
に
達
し
や
す

く
、
多
数
の
土
石
流
が
起
こ
り
得

る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
土
砂
や
流
木
が
川
を

堰
き
止
め
て
氾
濫
を
起
こ
し
、
土

石
流
は
住
宅
地
に
到
達
し
、
住
民

や
家
屋
に
大
き
な
被
害
を
出
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　
避
難
行
動
が
間
に
合
わ
な
か
っ

た
と
い
う
人
が
多
く
出
て
し
ま
う

の
は
、
豪
雨
が
突
然
起
き
る
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
坂
町
は
過
去
数
回
に
わ
た
り
土
砂
災
害
の
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
坂
町
の
自
然
的
特
性（
地
形
や
地
質
な
ど
）の
要

因
も
あ
り
、
豪
雨
の
時
は
、
充
分
な
注
意
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
過
去
の
災
害
か
ら
わ
か
り

ま
す
。

｠
水
害
碑
に
刻
ま
れ
た
明
治
40
年
の
豪
雨
で
町
内
46
人

の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　
坂
地
区
で
も
総
頭
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
一
帯
が

「
泥
の
海
」「
湖
水
」の
よ
う
だ
と
伝
え
ら
れ
、
流
出
、
崩

壊
、
破
損
し
た
家
屋
12
戸
・
田
畑
の
浸
水
は
20
町
歩

（
約
20
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）あ
り
ま
し
た
。

　
犠
牲
者
は
小
屋
浦
地
区
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

被害を伝える広島芸備日日新聞　明治40年（1907）7月19日 坂町教育委員会 所蔵

大正12年（1923）の豪雨被害を伝える中国新聞　7月14日掲載
提供：中国新聞社

明
治
40
年
　豪
雨
災
害
　被
害
状
況

大
正
12
年
に
も
大
き
な
土
砂
災
害
が
坂
町
を
襲
っ
て
い
ま
す

　明治40年（1907）7月15日に大雨が降
り、二本の川（総頭川、天地川）が氾濫
した。
  氾濫は唐突に起きたため、人々は逃げ
る暇がなかった。被害が大きかったのは
そのためである。
　雨が止み、水が引いた後の河岸には
家々はなく、一面見渡す限り土石流で埋
め尽くされた。　  
　岩の間には壊れた食器類や道具類が
散乱し、折れた梁や柱が土砂に埋没し、
海面に漂っているだけである。
　この土石流が起こる前、長雨が十何日
も降り続き地盤が緩んでいた。そこに短
時間の集中豪雨がおきたために崖が崩れ
て川をせき止め、水の勢いが増し、土石
流を引き起こしたのである。
　土石流は山裾を震わし巨岩を転がし、
大木をなぎ倒しながら猛烈な勢いで大地
を浸し流れていった。     
　土石流によって流された家屋、溺れ死
んだ人や家畜は数え切れないほどだっ
た。
（以降、復旧復興に奔走した菅田茂四郎村長の
功績をたたえるものになっています。）

小屋浦水害碑の碑文（現代語訳 部分）  

訳：広島県内における水害碑の碑文資料
（広島大学総合博物館研究報告2016年
12月 熊原康博氏らの論文から抜粋）

人
々
が
忘
れ
た
頃
、

そ
れ
で
も
繰
り
返
し
、

ま
ち
を
襲
う
豪
雨
・

土
砂
災
害

平成30年7月豪雨の被害と、明治40年7月の
水害には多くの共通点が見られます

大正１２年（1923）７月１２日豪雨
集中豪雨により、総頭川が氾濫、天地
川に土石流が発生、坂町で10人の犠牲
者が出ました。
この年は9月　関東大震災に襲われた年
でもありました。

昭和20年（1945）９月１７日枕崎台風
原爆投下から間もない9月17日 大型の
台風が日本を縦断。
広島県全体では、死者・行方不明者あ
わせて2,000人を超え、坂町でも5人の
犠牲者が出ました。

昭和40年（1965）6月19日～20日豪雨
温帯低気圧の接近により県西部を中心に
豪雨災害が発生。坂町で2人の犠牲者が
出ました。

坂町内で起こった土砂災害
（大正～昭和の主なもの）  

11 10
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　避難しなかった理由には、「被害に遭うと思わ
なかったから」（55.0%）、次いで「災害にあったこ
とがなかったから」（47.4%）と回答した方が多く、
住民の多くに「自分の住む場所は大丈夫（安全）
だろう」という意識があったことがわかります。
　一方で、「避難する方がかえって危険と思ったか
ら」（47.4%）、「既に危険な状況になっていたか
ら」（15.4%）と回答した方も多く、夕方から急激
に強まった降雨により、家の外が既に危険な状況
となり避難場所への避難が難しかったことも推測
できます。
　また、「避難場所での滞在が不安だったから」と
の回答も一定数（15.1%）存在し、避難所での生
活への抵抗感・負担感が避難を妨げる要因の一
つとなっている実態も伺えます。

　大きな災害が発生しはじめた６日19時の時点で、
82％もの人が避難していませんでした。
　避難した人の中にも自宅での上の階に移動した
という人も多く、安全な場所に移動された人は町
が開設した避難所37人、その他23人と限定的で
あったことがわかります。

　
広
島
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
今
も
実
家
で
過
ご

す
こ
と
も
多
い
で
す
。

　
広
島
は
、
美
し
い
海
も
川
も
山
も
あ
る
大
好

き
な
ふ
る
さ
と
で
す
。

　
平
成
30
年
の
あ
の
日
、
あ
の
夜
。
き
び
し
い

情
報
を
伝
え
る
天
気
予
報
が
心
配
で
し
た
。

　
私
の
生
ま
れ
た
広
島
市
安
佐
北
区
も
平
成
26

年
8
月
の
豪
雨
で
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地

域
で
す
。

　
も
う
、
あ
の
よ
う
な
被
害
は
二
度
と
お
き
て

ほ
し
く
な
い
。

　
誰
も
が
、
そ
う
思
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
も
ち

ろ
ん
私
も
祈
る
よ
う
な
気
持
で
し
た
。
大
変
な

被
害
を
知
り
、
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
に
は
心
よ

り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
防
災
の
取
り
組
み
を
映
像
に
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
暮
ら
し
に
活
か
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
、
学
ん
で
も
ら
う
。

　
今
回
の
ビ
デ
オ
で
、
私
が
案
内
役
と
し
て
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
の
な
ら
う
れ
し
い
で

す
。

　
わ
ず
か
な
時
間
で
し
た
が
、
坂
町
の
小
学
校

の
皆
さ
ん
や
先
生
方
と
お
話
も
出
来
ま
し
た
。

　
私
が
大
好
き
な
広
島
の
優
し
く
て
、
素
直

で
、
あ
た
た
か
い
方
々
で
す
。

　
私
も
、
こ
れ
か
ら
防
災
に
つ
い
て
、
今
回
、

学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
暮
ら
し
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
も
素
敵
な
ま
ち
で
す
け
れ
ど
、
あ
の
子
ど

も
た
ち
の
30
年
後
、
50
年
後
の
坂
町
が
、
キ
ラ

リ
と
光
り
輝
く
町
に
な
る
よ
う
、
心
よ
り
応
援

し
て
い
ま
す
。

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

坂町民へのアンケート結果から見る避難行動への意識

平
成
30
年
７
月
の
豪
雨
で
、
な
ぜ
、
大
き
な
被
害
を
出
し
て
し
ま
っ
た
の
か
？

こ
れ
か
ら
も
、
考
え
続
け
な
い
と
い
け
な
い
課
題
で
す
。

坂
町
で
は
平
成
30
年
の
災
害
後
、

住
民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和4年3月に制作　戸田菜穂さんが案内をつとめられた「坂町防災教育ビデオ」は、
坂町災害伝承ホールで上映されています

過
去
の
災
害
は
、
な
ぜ
、

伝
承
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

私
の
生
ま
れ
た
広
島
市
安
佐
北
区
も

平
成
26
年
の
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
域
。

あ
の
よ
う
な
災
害
は
二
度
と
起
き
て
欲
し
く
な
い
と・・・

戸田　菜穂さん

●俳優／広島県安佐北区出身

坂町防災教育ビデオで
案内役をつとめた

戸田菜穂さんプロフィール
広島県出身。1990年「第15回ホリプロタレ
ントスカウトキャラバン」でグランプリを獲得
し、翌年芸能界デビュー。
1993年、連続テレビ小説『ええにょぼ』のヒ
ロイン・宇佐美悠希役に抜擢され大きな注目
を集める。
その後、映画やテレビドラマで幅広く活躍。

平成30年7月6日夜の豪雨の際、災害発生後でも避難しなかった人
（全体の59％ 371人）へ聞いた「避難しなかった理由」

坂町内、無作為に抽出した1,300世帯へ配布し、712世帯から回答を得ました。坂町実施 平成30年11月

アンケートに見る避難状況

7月6日19時（災害発生）までの避難行動の有無

避難した人の避難先内訳

避難しなかった
82% 514人
避難しなかった
82% 514人

避難した（自宅上階）
4% 24人

避難した（避難所）
6% 37人

避難した（その他）
4% 23人

避難した（その他）
27% 23人
避難した（その他）
27% 23人

避難した（自宅上階）
29% 24人
避難した（自宅上階）
29% 24人

避難した
（町が開設した避難所）
44% 37人
避難した
（町が開設した避難所）
44% 37人

未回答 5% 30人

母数628人

※構成比は小数点以下を四捨五入しているため、100%にならない

母数84人

※坂町内、無作為に抽出した
1,300世帯へ配布し712世
帯から回答を得ました。

坂町実施 平成30年11月

避難していない
人が多い

0 50 100 150 200（人）

被害に遭うとは思わなかったから

災害にあったことがなかったから

避難する方がかえって危険だと思ったから

いざとなれば2階などに逃げればよいと思ったから

近所の人は誰も避難していなかったから

雨の降り方や川の水位から安全と判断したから

すでに危険な状況になっていたから

避難場所での滞在が不安だったから

テレビやインターネットの情報から安全と判断したから

特に理由はない

住民福祉協議会など誰からも避難をすすめられなかったから

自宅以外の安全な場所にいたから

避難勧告や避難指示が出たことを知らなかったから

その他

204
176
176

122
104

61
57
56

31
22
21
15
15

81

※複数回答

13 12
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坂町 災害・復興記録誌

撮影：平成30年7月9日（月）小屋浦地区
提供：株式会社パスコ/国際航業株式会社
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平成30年7月の気象状況と土砂災害の発生

「土砂災害のメカニズム」
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平成21年（2009）4月 空中写真　出典：国土地理院ウェブサイト
（2枚とも）

平成30年7月豪雨の際、まちを襲ったコアストーン

坂町の山に多くのコアストーンが見られる

平成30年7月豪雨災害時、土石流の現象（小屋浦地区）

　坂町は、北は広島市に南は呉市に接し、山地が
海岸まで迫る形の地形となっています。
　坂地区、植田地区、水尻地区、小屋浦地区など
では、河川の下流域が扇状地となっており、その部分
に住宅地が分布し、山裾付近や渓流下流部に土砂
崩れや土石流の危険がある区域が多数存在します。

　広島県の山地は、主に広島花崗岩といわれる岩石から出来ています。この岩石は、長い間、雨や風にさらされると「マ
サ土」と呼ばれる砂のような土に変化していきます。この「マサ土」は、水を含むと非常にもろくて崩れやすい性質を持って
います。
　このため、斜面の表面を「マサ土」が広く覆う広島県では、土石流やがけ崩れなどの土砂災害が起きやすいのです。

　日本の花崗岩には亀裂（節理といいます）が生じることが多く、この亀裂沿いに風化が進みま
す。花崗岩には、砂状になるマサ土と、固く風化が進まない芯のような部分があり、芯の部分は
「コアストーン」と呼ばれます。
　地表や地表近くにあらわれた「コアストーン」は、豪雨や地震などで山地下に転落することもあ
り、土石流の先頭になり、まちを襲うことも多くみられます。
　近年、国内各地でまちを襲う線状降水帯による豪雨と、コアストーンなどによる大規模な土石流
は、密接な関係があるといえます。
　坂町 復旧・復興プランで進められた砂防堰堤の設置は、平成3０年７月と同様の豪雨があっても、地
区を守れるように計画されましたが、それでも特に土砂災害危険箇所などでは充分な注意が必要です。

　美しい瀬戸内海と緑豊かな山地によって織りなされる坂町の地形。
　私たちにとって財産ともいえる自然環境ですが、このまちが持つこうした環境が、豪雨や台風の際、危険を伴う恐れが
あります。
　この章では、その自然的メカニズムについて考察します。

　山腹、川底の石や土砂が長雨や集中豪雨など
によって一気に下流へと押し流されるものをいい
ます。 その流れの速さは規模によって異なります
が、時速20～40kmという速度で一瞬のうちに
建物や畑などを破壊します。
　平成30年、坂町で見られた土石流では、巨石
や流木が多く混ざり、まちを襲いました。

平成30年7月豪雨災害時、がけ崩れの現象（横浜地区）

　地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱め、
雨や地震等の影響によって急激に斜面が崩れ落
ちることをいいます。 
　がけ崩れは、突然起きるため、家の近くで発
生すると、逃げ遅れる人も多くなります。
　坂町では横浜地区の斜面において、大規模な
がけ崩れが発生しています。

坂町の地形

山地に存在する土砂災害の要因

坂町の土質

がけ崩れ土石流

小屋浦地区の地形 坂地区・横浜・植田・水尻地区の地形

私
た
ち
の
住
む
坂
町
は
、

「
マ
サ
土
」と
い
う
脆
く
、

崩
れ
や
す
い
土
に

覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

コアストーン

山
地
に
点
在
す
る
コ
ア
ス
ト
ー
ン
が

豪
雨
で
土
石
流
発
生
の

引
き
金
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

豪
雨
は
、
土
石
流
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
、

そ
し
て
洪
水
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

坂町の自然的特性と土砂災害

花崗岩

水尻地区

植田地区

小屋浦地区

コアストーン

横浜地区

坂地区

亀裂（節理）

砂状になるマサ土
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

提供：防災科学技術研究所
地図情報は国土地理院地図　気象庁Cバンドレーダおよび国土交通省XバンドMPレーダデータを合成

提供：広島地方気象台

解析雨量とは、レーダーと雨量計による、１km四方
の細かさで解析した降水量分布

｠雨雲の3次元構造動画より

7月5日から8日の
記録的な大雨の気象要因

比較的背の低い積乱雲が、次々形成されていくバックビルディング現象が起きている

坂町における７月５日からの雨量

雨量分布図（平成30年7月5日00時～7月8日24時）

６日昼過ぎから７日朝にかけての大雨

（アメダスを基に作成） （解析雨量を基に作成）

大
量
の
水
蒸
気
を
含
む
二
つ
の
気
流
、

梅
雨
前
線
が
影
響
し
、
未
曾
有
の
災
害
を
も
た
ら
す

平成３０年７月 豪雨災害の気象降り始めからの雨量と１時間雨量

坂町の自然的特性と土砂災害

　7月5日から8日にかけての西日本を中心とした記録的な大雨は、大量の水蒸気を含む二つの気
流、梅雨前線が影響し合い発生しました。その状況は、以下の3点によるものです。

（Ａ）多量の水蒸気を含む２つの気流が西日本付近で持続的に合流
（Ｂ）梅雨前線の停滞・強化などによる持続的な上昇流の形成
（Ｃ）局地的な線状降水帯の形成

　坂町で見られた猛烈な豪雨は（Ｃ）によるもので、発生した線状降水帯の中には、形成過程として
バックビルディング型（次々に積乱雲が形成されていく現象）の特徴もあり18時台から20時台をピー
クに豪雨をもたらしました。
　豪雨は、西日本を中心に広い範囲で起こり、総降水量は多いところで1,800ミリを超えています。
　この豪雨による河川の氾濫、土砂災害等で、日本国内における被害は、死者237名、行方不明
者8名に及び、平成に入って最悪の人的被害となったほか、家屋の全半壊は約18,000棟、浸水家
屋は約28,500棟に達しました。気象庁は、平成30年6月28日から7月8日に発生したこの豪雨につ
いて「平成30年7月豪雨」と名称を定めました。 

　1時間に20ミリ以上の強い雨、また降り始めからの雨量が100ミリを超えると、土砂災害が発生しやすいといわれています。
　平成30年7月、坂町では7月5日9時頃から7日まで雨が降り続けました。6日18時に時間雨量が20ミリを超え、降り
始めからの雨量も100ミリを超えていました。さらに、この値は大きく増していくことになります。
　坂町における雨量観測データは坂小学校の観測所が6日19時に欠測したため、これ以降、記録されていませんが、近
隣の呉市天応小学校の観測データから推測すると20時台も50ミリを超える雨量があったと考えられ、この夜、坂町内の
多くの箇所で土砂災害、洪水が起こっています。町内の多くの被害は、19時頃から発生しています。

気象庁発表：「平成30年7月豪雨」及び7月中旬以降の記録的な高温の特徴と要因について
（平成30年8月10日）下の気象要因図を含む

内閣府発表： 平成30年7月豪雨による被害状況等について（平成31年1月9日）

参考にしたもの

7月5日からの3日間の
雨量
　雨量分布図から広島県
の大部分で300ミリを超
え、坂町では440ミリを
超えていることがわかりま
す。
　坂町に隣接する呉市の
天応小学校の観測所では
459ミリを記録しました。

坂町

呉市天応小学校
459mm

7月6日　1時間雨量

　広島地方気象台で観測している
7月1カ月分の降水量の平年値が
280ミリですから、わずか3日間で 
これを超える猛烈な降雨があった
ことになります。

呉市天応観測所
7月5日～8日
（3日間）の
累加雨量

広島地方気象台で
観測している
7月1ケ月分の
降水量の平年値

500

450

400

350

300

250

200

150

100

50

0

雨量（mm）

459

280

0

10

20

30

40

50

60

70

80

1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00

欠測

27.0

67.0

55.0

時
間
雨
量

坂小学校雨量観測所
呉市天応小学校雨量観測所

19時以降の雨量は、観測所の欠測のため不明ですが、呉市天応小学校の観測データなどから、20時
台も相当な雨量があったと推測できます。

7月6日 1時間雨量

参考：呉市天応地区1時間雨量（7月6日） 呉市天応小学校雨量観測所：広島県管理

坂小学校雨量観測所：広島県管理

7月6日18:00～19:00の時間帯に67.0mmの降雨が観測されました。（19:00以降は、欠測したため記録なし。）

時間 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00
雨量 2.0 1.0 3.0 1.0 1.0 1.0 9.0 9.0 2.0 5.0 5.0 3.0
時間 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00
雨量 8.0 9.0 17.0 15.0 12.0 27.0 67.0 欠 測

時間 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00
雨量 2.0 1.0 4.0 4.0 0.0 1.0 14.0 4.0 1.0 6.0 7.0 2.0
時間 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00
雨量 3.0 7.0 14.0 9.0 8.0 18.0 43.0 55.0 5.0 2.0 4.0 6.0
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背景図 出典：国土地理院撮影の空中写真（平成20年撮影）を加工して作成

避難情報の発令状況

避難所の開設

避難情報の発令対象

防災無線による放送内容（代表例）

降り続く雨、強烈な雨の中、避難情報が発令されました

坂町の自然的特性と土砂災害

　気象台は7月6日5時40分大雨警報を発表。その後も断続的に降雨が続いたため、坂町では6日15時00分に指定避難
場所を開設し「避難準備・高齢者等避難開始」を発令。
　続いて17時35分の土砂災害警戒情報発表（気象台）を受け17時40分に「避難勧告」を発令。6日夕方から急激に雨脚
が強まり19時40分には、坂町で、はじめてとなる大雨特別警報が発表され、ただちに「避難指示（緊急）」を発令しました。
※大雨特別警報とは、警報の発表基準をはるかに超える現象が予想され、重大な災害が起こる恐れが著しく大きい場合に最大限の警戒
を呼びかけるため発表するものです。

　坂町では、15時に発令した「避
難準備・高齢者等避難開始」の発
令と同時に、坂地区・横浜地区・小
屋浦地区のそれぞれにおいて避
難所を開設。
　その後、緊急的に避難所を増
やしました。
※避難者数が最大になったのは、７月
７日午前５時で、1,353人です。
（坂町災害対策本部が把握した人数）

7月6日 Sunstar Hall（サンスターホール）の様子

区分 世帯数 人口
坂地区 1,185世帯 2,705人
横浜地区 872世帯 1,928人
小屋浦地区 480世帯 1,048人
合　計 2,537世帯 5,681人

区分 世帯数 人口
坂地区 1,185世帯 2,705人
横浜地区 872世帯 1,928人
小屋浦地区 480世帯 1,048人
合　計 2,537世帯 5,681人

緊急放送・緊急放送・避難勧告発令。
こちらは坂町です。
坂町に土砂災害警戒情報が発表されました。
土砂災害の危険性が極めて高くなっています。
町内の土砂災害警戒区域等、または土砂災害危険個所の区域
にお住まいの方に避難勧告を発令しました。
該当区域にお住まいの方は、ただちに、町民センター・サンス
ターホール・坂中学校武道館・小屋浦ふれあいセンター・安芸
クリーンセンターへ避難してください。

7⁄ 6 17:40 避難勧告発令時
緊急放送・緊急放送・避難指示（緊急）発令。
こちらは坂町です。
広島県に大雨特別警報が発表されました。
町内全域に避難指示（緊急）を発令します。
ただちに、町民センター・サンスターホール・坂中学校武道館・
小屋浦ふれあいセンター・安芸クリーンセンター・上條集会所・
町立図書館へ避難してください。
また、外が危険な場合は、山から遠い2階の部屋へ屋内避難し
てください。

7⁄ 6 19:40 避難指示（緊急）発令時

気象情報の発表
（気象台または広島県・気象台共同） 避難情報の発表（坂町） 坂町での情報発信方法※2

※1：防災行政無線以外は、30分程度のタイムラグがある場合がある
※2：上記以外にテレビでも情報発信している（時刻不明）

避難情報は、防災無線、HP、ツイッター等のSNS、登録制メール、広報車、エリア
メール、テレビにより情報を発信。 防災無線による周知としては、気象情報の発表状
況、避難情報の発令場所、開設した避難場所、 避難指示の際には「外が危険な場合は
山から遠い2階の部屋へ避難」するよう呼び掛けを行いました。

12:38大雨注意報

5:40大雨警報（土砂災害）

17:35土砂災害警戒情報

17:40

15:00

19:40大雨特別警報 避難指示（緊急）

避難勧告

避難準備情報

10:06洪水注意報

時刻※1

避難所開設（4箇所）

防災無線、HP、ツイッター等SNS、登録制メール

防災無線、HP、ツイッター等SNS、登録制メール
坂町の広報車（3台）、消防団による広報、エリアメール

防災無線、HP、ツイッター等SNS、登録制メール
消防団による広報（可能な地域）、エリアメール

大雨警報（浸水害）

7/5

7/6

● 避難所（土砂災害）
● 避難所（緊急的に開設）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

町民センター
15：00開設

坂中学校
15：00開設

サンスターホール
15：00開設

坂みみょう保育園
19：30頃開設

横浜小学校
19：30頃開設

坂町立図書館
19：30頃開設 上條集会所

17：35開設

安芸クリーンセンター
17：35開設

町有住宅集会所
19：30頃開設

小屋浦ふれあいセンター
15：00開設
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

平成30年7月豪雨　坂町全体での被害

平成30年7月6日金曜日 ぞれぞれの週末を過ごすはずだった夜。
豪雨がまちの姿を一変させ、大切な人を失う。家屋を失う。
そして、長く爪痕を残す災いが起きた。　

各分野に大きな被害が発生　町民の生活に大きな影響を与えました。

坂町の自然的特性と土砂災害

　土石流、がけ崩れにより、町内200カ所以上で、道路、河川などが被災しました。
　また、大量の土砂、流木などが橋梁で堰き止められたため河川の水が市街地に流入し、広い範囲で浸水被害が発生し
ました。
　坂町では災害関連死を含む21人が犠牲になり、1人が行方不明となっています。全壊となる被害を受けた建物は297件、
大規模半壊は485件、半壊は507件に及びました。このため多くの町民が避難所生活を強いられることになりました。

　豪雨による道路や河川の崩壊、土石流等の影響により電柱の倒壊等が発生し、広範囲において停電が発生しま
した。
　停電は、7月6日19時30分頃から坂東地区、坂西地区、水尻地区、小屋浦地区で延べ約1,300戸に及びました。　
　停電の解消は、7月12日17時38分でした。（最終の停電の解消地区は、水尻地区でした）
※停電の解消とは家屋が流出・倒壊しており、当分の間、電気の使用見込みが立たない状況であることが確認できている利用者を除
いたものです。

電気

　豪雨により上條地区、植田地区、小屋浦地区において最大で約1,300世帯が断水しました。上條地区、植田地区に
おいては、約500世帯が断水し、7月16日に全ての世帯の断水が解消されました。小屋浦地区においては、約800世帯
が断水し、このうち、約600世帯については管路の復旧により7月15日に断水を解消、残る約200世帯については、道
路の土砂撤去作業の進捗を踏まえて仮配管の整備等を行い8月10日に断水が解消されました。
　断水中は、広島市水道局や自衛隊により給水活動が実施されました。また、24時間利用可能な給水所を役場と町民
センターに設置しました。

水道

　JR呉線は三原駅－海田市駅間で不通となり、再開したのは、坂駅－海田市駅間が8月2日、坂駅－呉駅間が9月9日
でした。その間、代行バス（7月21日～：広駅-広島駅、8月2日～：坂駅－呉駅間）が運行されました。

鉄道

　小屋浦みみょう保育園が全壊したた
め、発災直後から0歳～2歳児は、子育
て支援センター小屋浦パオちゃんルー
ム、3歳～5歳児は、坂みみょう保育園
で保育を実施しました。
　また、平成30年10月からは、小屋浦
小学校の教室を利用して保育を実施し
ました。

保育園

主な公共施設等

建物被害（令和３年3月1日現在）

人的被害（令和５年12月14日現在）

死者

区分 人数 備考
小屋浦地区15人、坂地区1人直接死

関連死
行方不明者
負傷者

16人
5人
1人
12人 重傷4人、軽傷8人

程度 坂地区 横浜
地区

小屋浦
地区 合計

全壊
大規模半壊
半壊
一部破損及び床上浸水
一部破損及び床下浸水（土砂流入）
一部破損及び床下浸水
一部破損
床上浸水
床下浸水（土砂流入）
床下浸水
その他（建物被害なしを含む）

79件
159件
345件
28件
4件
21件
97件
2件
13件
64件
27件
839件

24件
10件
19件
5件
2件
3件
9件
0件
5件
10件
7件
94件

194件
316件
143件
4件
7件
8件
3件
2件
3件
25件
3件

708件

297件
485件
507件
37件
13件
32件
109件
4件
21件
99件
37件

1,641件合　計

Sunstar Hall
坂公民館
コミュニティーホールさか
保健センター
リサイクルセンター坂
公園（都市公園・児童遊園地）
ふるさと自然のみち
小屋浦分団 消防格納庫 

一部床上浸水・エレベーター故障
一部床上浸水
一部床上浸水・エレベーター故障
一部床上浸水
全壊
都市公園10公園・児童遊園地2公園
道路崩壊・舗装破損
全壊

［り災証明交付件数］

人的被害

34人

建物被害

合計 1,641件
出典：国土地理院ウェブサイト　横浜小学校は7月11日から再開、坂中学校は7月17日から再開しました。坂小学校及び小屋浦小学校は7月13日まで

臨時休校、その後、再開することなく夏季休業に入りました。

学校

校舎：床上浸水　体育館：床上浸水
グラウンド：土砂流入、総頭川等の
堆積土砂の仮置き場となりました。

坂小学校
プール：土砂流入
グラウンド：土砂流入、災害廃棄物
の仮置き場となりました。

小屋浦小学校

国道31号・広島呉道路（クレアライン）
　国道31号では浸水により身動きがとれない車両が相次ぎました。また、広島呉道路が崩壊し、国道31号に大量の
土砂が流れ込み、坂地区から小屋浦地区への道路が寸断されました。飲料水等の物資等は、船輸送で実施しました。

道路等・公共土木施設被災箇所

区分 広島県
管理箇所 合計

河川
砂防設備
急傾斜地崩壊防止施設
道路
橋梁
下水道

1箇所
48箇所
1箇所
1箇所
0箇所
0箇所
51箇所

坂町
管理箇所
25箇所
0箇所
0箇所

130箇所
7箇所
15箇所
177箇所

26箇所
48箇所
1箇所

131箇所
7箇所
15箇所
228箇所合　計

公共土木施設被災箇所（災害査定を受けた箇所）

27 26
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

北新地

明神川

大判川

総頭川

平成ヶ浜

浜宮

坂 東

坂 西

浸 水

急傾斜地斜面 崩壊

サンスターホール

坂小学校

急傾斜地斜面 崩壊

上流からの土砂が下流に流れる

土石流が発生

土石流が発生

土石流が発生

ため池の決壊・損壊

川が土砂・流木で埋まり氾濫
土砂洪水氾濫が起きる

浸水

森浜

西側

上條

刎条

中村

土石流の向き
土石実績氾濫範囲

19時56分　サンスターホールから国道に向かう車載カメラ映像　
総頭川から泥水があふれ始める

出典：国土地理院撮影の空中写真（平成30年7月撮影）を加工して作成

坂町の自然的特性と土砂災害

　7月6日19時30分頃、総頭川の本川や明神川など支川の上流部で土石流が発生。
　土砂や流木が洪水とともに流れる「土砂洪水氾濫」の状態となり、下流域の市街地を飲み込みました。
　坂地区では死者1名、全半壊家屋も580棟を超える甚大な被害が発生しました。

出典：国土地理院ウェブサイト

7
月
6
日
　夜

避
難
を
足
止
め
し
た
激
流

19
時
56
分
頃
、
総
頭
川
の
水
位
が
上
が
り
氾
濫
を
起
こ
し
、
土
砂
・
流
木
が
ま
ち
を
覆
っ
た

刎条　坂東二丁目

浜宮　坂東一丁目 浜宮　坂東一丁目 坂駅前

西側　坂西三丁目

被害区分
全 壊
半 壊
合 計

戸数
79
504
583

坂地区の合計坂地区の合計

死者1名

坂地区①平成30年7月豪雨の被害

29 28
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

6
日
夜
　
総
頭
川
上
流
部
で
発
生
し
た

土
石
流
は
、
大
量
の
土
石
流
や
流
木
を

下
流
へ
と
運
ん
だ
。

そ
の
破
壊
力
は
凄
ま
じ
く
道
路
や
橋
、

建
物
な
ど
を
壊
し
ま
し
た
。

総
頭
川
の
両
岸
に
ま
ち
を
形
成
す
る
坂
地

区
を
土
砂
洪
水
氾
濫
が
襲
っ
た
。
6
日
19

時
過
ぎ
、
沢
山
の
人
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
石
が

流
さ
れ
る
音
を
聞
い
て
い
ま
す
。

激
流
は
７
日
朝
も
続
き
、
車
の
通
行
は
で

き
な
か
っ
た
。

西
側
、
中
村
の
山
裾
で
も
多
く
の
土
石
流

が
発
生
し
ま
し
た
。

坂町の自然的特性と土砂災害

変
わ
り
果
て
た
ま
ち
の
光
景

総頭川上流から河口方向を望む
坂みみょう保育園前 6日夜の土石流に飲まれ川に落ちた車両

土砂・流木などが総頭川を塞ぎ､濁流が周辺に流れ出た

広い範囲で土砂を堆積させた

7日朝の状態　氾濫した濁流が沿川を流れる

被災したリサイクルセンター坂

土石流が護岸を破壊している

総頭川上流、大量の土砂・流木が押し寄せた

上條トンネル付近　あらゆるところで土砂崩れ
が起きている 提供：安芸地区医師会

上條
坂西四丁目　坂東四丁目付近

西側・中村
坂西三丁目　坂東三丁目付近

坂地区②平成30年7月豪雨の被害



33 32

第
三
章
　「平
成
30
年
7
月 

坂
町
」

第
三
章
　「平
成
30
年
7
月 

坂
町
」

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

坂町の自然的特性と土砂災害

7月7日撮影　

6日19時過ぎから氾濫が起こり、避難所であるサンスターホールへの移動は難しかった国道31号 呉方面が不通となり、平成ヶ浜が渋滞した

森浜から平成ヶ浜を望む

氾濫が引いて土砂・流木が残された

浜宮地区　7日朝の時点で1mを超える
浸水があった

JR坂駅前　6日夜 立ち往生した車が残る
広島県「地域の砂防情報アーカイブ」より

森浜・刎条
坂西二丁目　坂東二丁目付近

浜宮・平成ヶ浜
坂西一丁目　坂東一丁目　平成ヶ浜付近

総
頭
川
の
土
砂
洪
水
氾
濫
は
サ
ン
ス
タ
ー

ホ
ー
ル
、
坂
小
学
校
を
覆
い
国
道
31
号
ま

で
及
び
ま
し
た

坂地区③平成30年7月豪雨の被害
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

鯛尾

横浜西

横浜中央

横浜東

坂中学校

横浜小学校

土石流

急傾斜地斜面 崩壊

急傾斜地斜面 崩壊

土石流の向き

鯛尾の海岸線　谷筋から土砂が流れ込んでいる

がけ崩れで閉じ込められた人の救出に向かう

がけ崩れにより崩れた斜面　7日朝　救出活動を続けるレスキュー隊が見える　

山裾が崩壊　港一面が濁る　　

出典：国土地理院撮影の空中写真（平成30年7月撮影）を加工して作成

坂町の自然的特性と土砂災害

　横浜・植田では急傾斜指定区域などで土砂崩れ、複数の渓流において土石流が発生。
　幸いにして死者は出なかったものの、横浜・植田・水尻・亀石の地区全体で全半壊家屋50棟を超える甚大な被害が発生しま
した。
　横浜では豪雨を受け7月6日19時頃から、地区の南の海岸に接する森山の急傾斜地の崩壊が起こりました。がけ崩れが家を
襲い、一時、人が閉じ込められるなどの事態も起こりましたが、海田警察署、緊急消防援助隊、広島赤十字・原爆病院災害
派遣医療チーム（DMAT）、消防団等の活動により救出されました。

横
浜
　１９
時
す
ぎ
　

が
け
崩
れ
が
発
生

提供：広島市消防局

被害区分
全 壊
半 壊
合 計

戸数
24
29
53

横浜・植田・水尻・亀石地区の合計横浜・植田・水尻・亀石地区の合計

住宅被害

提供：広島市消防局

横浜地区平成30年7月豪雨の被害
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

土石流が海岸におよぶ

土砂・流木の堆積

流木の堆積

土石流の向き

土砂の流れは海岸まで及んだ 山裾の住宅地を襲った土石流

海岸の工場も20cmの高さまで水に浸かったが、高潮用の土のうを積み設備を守った

出典：国土地理院撮影の空中写真（平成30年7月撮影）を加工して作成

　植田地区は山地の斜面の谷に形成した扇状地です。
　豪雨により、急斜面で起きた土砂災害は、家屋、道路に大きな被害をあたえ、その被害は海岸の工場まで及びました。

被災した植田丘公園

植田三丁目　土石流が道路、家を襲う 土石流の直撃を受けた箇所の被害は大きかった

植
田
地
区
上
側
で
土
石
流
が
発
生

住
宅
・
道
路
を

土
砂
が
覆
う

※被害発生件数は横浜地区に含める※被害発生件数は横浜地区に含める

植田地区平成30年7月豪雨の被害
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

土砂の流出が海岸におよぶ

７月８日　崩壊
広島呉道路通行不能

土砂・流木などにより水尻川
道路などが埋まる

国道・ＪＲとも通行不能

約１ｍの土砂が堆積

上水落川

水尻川

JR水尻駅

土石流の向き
土石実績氾濫範囲

広島県「地域の砂防情報アーカイブ」より

提供：広島県砂防課

提供：海田警察署水尻駅付近　1mを超える土砂の堆積

出典：国土地理院撮影の空中写真（平成30年7月撮影）を加工して作成

坂町の自然的特性と土砂災害

　水尻地区では水尻川や上水落川において土石流が発生し下流の住宅地を土砂と洪水が襲い流出。土砂が国道31号に1m程度
の高さで堆積しました。
　また、7月8日朝には山腹とともに広島呉道路が崩壊し、JR呉線・国道31号を巻き込みました。このことにより広島市-呉市間
の沿岸部の主要な陸上交通インフラがすべて途絶え、救護・復旧活動をより困難なものにしました。

水尻川の土石流がJR線路・国道31号を覆った

大量の土砂が国道・海岸まで流れ込む 上水落川上流　斜面が崩壊した

7月7日撮影

水
尻
　普
段
は
小
さ
な
川
の
流
れ
が

豪
雨
に
よ
り

姿
を
変
え
た

水尻・亀石地区平成30年7月豪雨の被害

※被害発生件数は横浜地区に含める※被害発生件数は横浜地区に含める

小屋浦地区住民が一時避難したホームプラザ ナフコ前も6日夜のうち
に車は不通となった

亀石

山裾が崩れ JR、国道を覆う
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

坂町の自然的特性と土砂災害

　7月8日、山腹とともに崩壊した広島呉道路。国道31号は区間7カ所に
土砂が流入し不通となりましたが、国土交通省広島国道事務所は被害の
大きかった水尻駅付近に迂回路（ベイサイドビーチ坂 駐車場）をつくり、
11日夜には通行可能にしました。
　JR呉線（呉駅-坂駅間）は9月9日に運転を再開。広島呉道路も懸命な復
旧工事により9月27日全線で通行可能になりました。

坂南ICー天応西IC間の被災箇所

崩壊した広島呉道路

小屋浦地区　7月11日

復旧工事中の広島呉道路　ベイサイトビーチ坂の迂回路の様子がわかる

破壊された交通網

提供：NEXCO西日本中国支社

提供：NEXCO西日本中国支社

広島県「地域の砂防情報アーカイブ」より

提供：広島市消防局 

広
島
市
、
坂
町
、
呉
市
を
結
ぶ

主
要
３
本
の
ア
ク
セ
ス
が
断
た
れ
る

い
と
お
し
く 

大
切
に
し
て
い
た
日
常

失
わ
れ
た
人
、
も
の
・
・
・

前
を
向
け
る
日
が
来
る
の
か
が
、

わ
か
ら
な
か
っ
た
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天地川

大判川

小屋浦四丁目

小屋浦二丁目

小屋浦一丁目

国道３１号

ＪＲ呉線

小屋浦三丁目

広島呉道路

天地川公園

小屋浦小学校

小屋浦ふれあいセンター

小屋浦みみょう保育園

現在の自然災害伝承公園

山から

谷から

破壊した石積みの砂防ダム

土石流の向き
土石実績氾濫範囲
落ちた橋第
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

出典：国土地理院撮影の空中写真（平成30年7月撮影）を加工して作成

坂町の自然的特性と土砂災害

　小屋浦地区では6日19時25分頃から天地川の本川や小屋浦三丁目・四丁目の複数の支川で土石流が発生し、大量に流出
した土砂や流木が洪水とともに下流域の市街地を飲み込みました。
　小屋浦地区は、死者15名（災害関連死を除く）、行方不明者１名、全半壊家屋も653棟に及ぶなど壊滅的な被害を受けま
した。

天地川公園近くに設置された防犯カメラは、19時33分頃、川が氾濫する様子を捉えています。

天地川上流をはじめ地区の数カ所で次 と々土石流が発生。川が氾濫し、橋を落としました。
落ちなかった橋には流木などが堰き止められ周辺に土石流を広げました。

小屋浦地区①平成30年7月豪雨の被害

被害区分
全 壊
半 壊
合 計

戸数
194
459
653

小屋浦地区の合計小屋浦地区の合計

※災害関連死を含まない※災害関連死を含まない

住宅被害

19：34 氾濫に流木などが混ざる　右映像では停めてあった車を押し流している

19：33 激流が起こる　右映像では土石流が遊具を押し倒している

19：20 日が完全に暮れる　支流の水位が道路の高さに迫ってきた

19：10 雨脚が激しくなるが歩行できた　避難を呼びかける消防団が映る（左映像　奥）

防犯カメラに記録された氾濫・土石流

死者15名
行方不明者1名
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

7月7日撮影　提供：広島県砂防課

坂町の自然的特性と土砂災害
天地川公園近くに設置された監視カメラは、19時33分頃、川が氾濫する様子を捉えています。

小屋浦地区②平成30年7月豪雨の被害一
夜
明
け
　
声
を
失
っ
た
７
日
朝
　

想
像
を
超
え
た
小
屋
浦
の
被
害

提供：広島市消防局 

小
屋
浦
の
３
方
を
囲
む
山
か
ら

土
石
流
が
発
生
、
ま
ち
を
襲
っ
た

土
石
流
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た

天
地
川
　小
屋
浦
四
丁
目

四丁目の生活道にも土砂が堆積した

9日　水の流れが続いている 新宮社につながる宮前橋

元 天地川公園付近

新宮社前
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坂町 災害・復興記録誌

提供：広島市消防局

坂町の自然的特性と土砂災害

　もっとも被害の大きかった小屋浦四丁目　天地川、大判川二つの渓流から土石流が発生しまちを襲い、多くの犠牲者が出
ました。

天地川公園近くに設置された監視カメラは、19時33分頃、川が氾濫する様子を捉えています。

極楽橋
破壊を逃れた複数の橋に
土石、流木が引っかかっ
ていた

発災から数日後の天地川
土砂・流木の撤去には時間が
かかった

小屋浦みみょう保育園
土砂が堆積し使用不能に
なった

小屋浦三丁目
山の谷から濁流が流れ込み
建物1階は、ほとんど浸水し
た箇所もあった

小屋浦地区③平成30年7月豪雨の被害

小
屋
浦
四
丁
目

天
地
川
を
伝
い
、
土
石
流
が
流
れ

込
ん
で
い
る
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

7日午前　電柱に掛けたロープを伝って避難した

坂町の自然的特性と土砂災害
天地川公園近くに設置された監視カメラは、19時33分頃、川が氾濫する様子を捉えています。

天
地
川
上
流
　

壊
れ
た
石
積
み
の
砂
防
堰
堤

災害から数日後の天地川と小屋浦四丁目

被
災
直
後
か
ら
始
ま
っ
た

救
助
・
捜
索

凄まじい土石流を示す渓流 提供：RCC中国放送 住宅地を襲ったコアストーン 提供：RCC中国放送

7月11日撮影 提供：広島市消防局

7月18日　小屋浦小学校グラウンドに土砂・災害ごみが集められた

7月22日　落ちた天地橋を利用し、一輪車の清掃などを行っている

7月17日　天地川から土石を取り除き護岸を修復する
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甚大な被害が発生 その状況を伝える

「伝える言葉」
-体験・証言-

第
四
章
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坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

正原 利朗さん
中村地区住民福祉協議会 会長
（平成30年当時）

坂地区

提供：RCC中国放送

語
り
継
い
で
い
く

伝
承
し
て
い
く

悲
し
い
出
来
事

つ
ら
い
出
来
事

命
の
大
切
さ
を

　記
録
に
は
残
り
な
が
ら
も
人
々
の
記
憶
か
ら
は

消
え
去
っ
た
過
去
の
災
害
。
し
か
し
、
自
分
た
ち

が
体
験
し
た
こ
の
災
害
は
、
語
り
継
ぎ
、
教
訓
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

夜
が
明
け
て
飛
び
込
ん
で
き
た

驚
き
の
光
景

　 「
明
治
40
年
に
発
生
し
た
大
水
害
、
こ
の
地
区
で
も

大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
石
碑
に
も
残
っ
て

い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
あ
く
ま
で
も
当
時
を
知
る
人
か

ら
の
伝
え
聞
き
で
す
。
私
自
身
、
こ
れ
ほ
ど
の
自
然
の

脅
威
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
は
人
生
で
初
め
て
で

す
」

　
正
原
さ
ん
は
６
日
夜
か
ら
の
豪
雨
の
際
、
中
村
地
区

正
原
池
公
園
近
く
の
自
宅
に
い
た
。
未
明
に
な
り
消
防

団
と
と
も
に
見
回
り
し
た
際
、
自
宅
周
辺
で
は
大
き
な

被
害
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
総
頭
川
と
合
流
す
る
明

神
川
沿
い
の
地
域
に
近
づ
く
と
状
況
は
一
変
す
る
。
道

路
は
濁
流
の
通
り
道
と
な
り
歩
け
な
い
。
家
屋
の
間
を

縫
う
細
い
路
地
に
は
１
ｍ
以
上
の
土
砂
が
堆
積
し
て
行

く
手
を
塞
い
で
い
た
。

　
住
民
福
祉
協
議
会
の
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
床
下
、
床

上
浸
水
の
被
害
に
遭
っ
た
家
庭
を
訪
ね
る
と
、
年
配
の

女
性
が
一
人
で
住
む
家
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
家
に

入
ろ
う
に
も
柔
ら
か
い
砂
で
腰
あ
た
り
ま
で
が
埋
ま
っ

て
し
ま
う
。
自
分
た
ち
で
の
救
出
は
か
な
わ
ず
女
性
は

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
た
。

避
難
と
復
旧
作
業
に
見
た

地
域
の
つ
な
が
り

　
中
村
地
区
で
人
的
被
害
が
出
な
か
っ
た
の
は
、
異
変

を
察
知
し
た
人
が
い
ち
早
く
総
頭
川
沿
い
に
指
定
さ
れ

た
避
難
場
所
、
サ
ン
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
へ
と
避
難
し
た
こ

と
が
大
き
か
っ
た
。
被
害
の
大
小
は
、
山
か
ら
居
住
地

域
に
か
け
て
の
傾
斜
が
、
急
か
、
な
だ
ら
か
だ
っ
た
か

で
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

　
７
日
に
は
、
地
域
の
住
民
に
声
を
か
け
集
ま
っ
て
土

砂
の
撤
去
か
ら
着
手
し
た
。
ま
ず
は
15
人
ほ
ど
で
、
あ

る
限
り
の
土
の
う
袋
を
集
め
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
２
台
確

保
し
て
道
路
を
埋
め
尽
く
し
た
土
砂
を
公
園
へ
と
運

ぶ
。
地
域
の
中
村
公
民
館
は
、
指
定
の
避
難
場
所
で
は

な
か
っ
た
が
幸
い
な
こ
と
に
被
災
を
免
れ
て
い
た
の

で
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
そ
の
日
か
ら
炊
き
出
し
を
始

め
た
。

　
正
原
さ
ん
も
自
宅
か
ら
も
米
を
提
供
、
野
菜
な
ど
を

持
っ
て
き
て
く
れ
る
家
庭
も
あ
っ
た
。
被
災
を
知
っ
た

知
人
た
ち
は
食
料
や
水
、
燃
料
な
ど
提
供
し
て
く
れ

た
。
幹
線
道
路
は
寸
断
さ
れ
た
も
の
の
、
生
活
道
は
使

う
こ
と
が
で
き
た
の
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
中

村
公
民
館
で
避
難
所
か
ら
戻
っ
て
き
た
20
数
軒
の
住
民

も
収
容
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
休
憩
の
場
に
も
な
っ
た
。

　
普
段
か
ら
の
住
民
同
士
の
付
き
合
い
が
密
で
あ
る
反

面
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
も
あ
る
。
真
夏
の
作
業
が

い
か
に
過
酷
だ
っ
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
で

も
、
皆
が
率
先
し
て
作
業
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
こ
と
は

地
域
の
復
旧
の
原
動
力
だ
っ
た
。
住
民
自
ら
、
連
日
休

む
こ
と
な
く
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
道
路
の
完
全
復
旧

は
７
月
末
。
８
月
に
は
、
地
域
の
ほ
ぼ
全
て
を
復
旧
さ

せ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
地
域
の
連
携
を
、
災
害
の
伝

承
、
防
災
活
動
へ
と
活
か
し
て
い
く
。
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の
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的
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と

土
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災
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横浜戸主会が建立した西日本豪雨災害碑 6日夜 自宅前の様子 濁流が押し寄せた

細川 健さん
森浜地区住民福祉協議会 会長
（平成30年当時）

坂地区

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

大段 文明さん
横浜一部地区住民福祉協議会 副会長
（平成30年当時）

横浜地区

　ひ
と
り
の
命
を
失
っ
た
森
浜
地
区
を
襲
っ
た
の

は
想
像
を
絶
す
る
浸
水
被
害
だ
っ
た
。
悲
し
さ
、

困
難
を
乗
り
越
え
て
復
旧
に
取
り
組
め
た
の
は
、

か
つ
て
の
災
害
か
ら
立
ち
上
が
る
人
た
ち
の
姿
を

思
い
な
が
ら
だ
っ
た
と
細
川
さ
ん
は
い
う
。

　
　

「
土
の
臭
い
が
す
る
」

家
族
の
声
で
迫
る
危
険
を
知
る

　
７
月
６
日
、
夕
方
、
テ
レ
ビ
で
野
球
中
継
を
見
よ
う

と
思
っ
た
矢
先
、
家
族
か
ら「
お
父
さ
ん
、
土
の
臭
い

が
す
る
」と
の
声
。
J
R
坂
駅
の
南
側
を
走
る
道
路
よ

り
も
４
〜
５
m
ほ
ど
高
い
位
置
に
建
つ
自
宅
の
玄
関
の

扉
を
開
け
て
み
る
と
、
上
方
の
住
宅
地
か
ら
道
に
沿
っ

て
濁
流
が
走
っ
て
い
た
。
濁
流
は
勢
い
を
増
し
、
自
宅

と
は
反
対
側
の
低
い
エ
リ
ア
へ
と
流
れ
込
む
。
い
ち
早

く
救
急
要
請
を
し
た
家
が
あ
り
、
細
川
さ
ん
が
救
急
隊

を
道
案
内
す
る
頃
に
は
長
靴
の
中
に
も
水
が
流
れ
込
む

ほ
ど
の
勢
い
に
な
っ
て
い
た
。

　
流
れ
降
り
て
き
た
水
は
溜
ま
る
一
方
で
、
自
身
が
濁

流
を
確
認
し
て
か
ら
わ
ず
か
1
時
間
ほ
ど
で
、
J
R
坂

駅
前
の
国
道
31
号
、
J
R
呉
線
の
線
路
す
べ
て
が
水
没

し
て
い
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
水
は
森
浜
地
区
に
絶

え
間
な
く
流
れ
込
ん
だ
。
サ
ン
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
へ
の
避

難
が
危
険
と
判
断
し
た
細
川
さ
ん
は
、
臨
時
の
避
難
所

と
な
っ
た
町
立
図
書
館
に
住
民
を
誘
導
し
た
。

　
被
害
状
況
は
、
山
側
の
地
域
か
ら
の
濁
流
が
総
頭
川

に
一
気
に
流
れ
込
み
、
下
流
域
の
住
宅
は
浸
水
し
て
い

た
。
流
さ
れ
て
き
た
流
木
や
資
材
が
呉
線
の
線
路
手
前

で
川
を
堰
き
止
め
、
行
き
場
を
失
っ
た
水
が
住
居
エ
リ

ア
に
流
れ
込
ん
で
い
た
。
6
日
深
夜
か
ら
7
日
未
明
に

か
け
て
、
さ
ら
に
続
い
た
豪
雨
は
、
そ
の
被
害
を
さ
ら

に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

多
く
の
被
災
地
が
人
の
力
で
復
旧
し
た

我
々
も
頑
張
ろ
う

　
７
日
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
被
害
の
大
き
さ
を
知
っ
た

細
川
さ
ん
は
避
難
所
に
行
き
地
域
住
民
の
安
否
確
認
を

急
い
だ
が
、
道
路
は
川
の
よ
う
な
状
態
で
移
動
に
す
ら

困
難
を
極
め
る
。
２
階
建
て
の
１
階
部
分
が
完
全
に
水

没
し
た
家
屋
も
あ
り
、
一
人
が
亡
く
な
っ
た
。
地
域
を

悲
し
み
と
困
難
が
襲
っ
た
。

　
災
害
発
生
か
ら
数
日
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
る
が
、
拠
点
と
な
る
べ
き
森

浜
地
区
の
施
設
は
水
没
状
態
。
町
役
場
近
く
の
公
園
に

テ
ン
ト
を
張
り
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
た
。
地
域
の
役
員

も
毎
日
１０
人
以
上
が
復
旧
作
業
に
出
て
く
れ
、
数
十
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
真
夏
の
復
旧
作
業
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
こ
か
ら
の
障
害
は「
暑
さ
」だ
っ
た
。

　
い
つ
終
わ
り
を
迎
え
る
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い
作
業

で
は
あ
っ
た
が
、
か
つ
て
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災

や
東
日
本
大
震
災
な
ど
未
曽
有
の
自
然
災
害
で
も
、

人
々
の
協
力
は
復
旧
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

　「
だ
か
ら
我
々
も
頑
張
ろ
う
」と
声
を
掛
け
合
い
歩
を

進
め
た
。
改
め
て
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
痛
感

し
た
。

　
自
然
の
力
が
引
き
起
こ
す
脅
威
は
、
人
間
の
力
で
か

な
う
も
の
で
は
な
い
。
被
害
が
起
き
た
か
ら
と
い
っ

て
、
行
政
が
す
ぐ
に
動
け
る
わ
け
で
も
な
い
。
自
分
の

命
は
、
ま
ず
自
分
で
守
る
行
動
を
と
っ
て
ほ
し
い
と
、

細
川
さ
ん
は
声
を
か
け
る
。

　こ
の
地
区
で
長
く
暮
ら
す
大
段
さ
ん
は
、「
横
浜

地
区
に
は
川
が
な
い
か
ら
土
砂
崩
れ
は
な
い
と
聞

い
て
い
た
。
急
傾
斜
地
が
崩
れ
る
と
い
う
認
識
は
、

誰
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」と
い
う
。

　
　

　
　

豪
雨
の
中
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
い
う
大
き
な

音
、
ど
こ
か
ら
か
岩
が
落
ち
て
く
る

　
７
月
６
日
夕
方
、
雨
の
勢
い
は
ま
だ
そ
ん
な
に
強
く

な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
避
難
勧
告
は
出
て
い
た

が
あ
ま
り
気
に
し
な
か
っ
た
。
18
時
か
ら
の
門
徒
の
集

ま
り
で
近
く
の
寺
に
出
か
け
た
。

　
そ
の
日
、
奥
さ
ん
は
広
島
市
に
出
掛
け
て
い
た
が
、

呉
線
が
止
ま
り
、
市
内
に
住
む
息
子
夫
婦
の
家
に
身
を

寄
せ
た
。

　
寺
で
会
合
を
始
め
た
途
端
、
外
か
ら
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
い

う
大
き
な
音
が
聞
こ
え
、
皆
、
異
変
に
気
づ
い
た
。

さ
ぁ
、
大
変
だ
と
外
に
出
て
み
る
と
、
斜
面
の
生
活
道

に
上
の
山
か
ら
岩
と
土
石
が
す
ご
い
勢
い
で
流
れ
て
、

谷
筋
と
い
う
か
川
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
と
て
も
歩
け
な
い
と
１
時
間
を
か
け
遠
回
り

し
て
自
宅
に
戻
っ
た
。
濁
流
の
勢
い
が
弱
ま
り
、
近
所

と
声
を
掛
け
合
っ
て
避
難
所
で
あ
る
坂
中
学
校
へ
向
か

う
こ
と
に
し
た
。

　
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
川
に
な
っ
た

道
を
避
け
歩
い
て
い
る
と
消
防
団
に
助
け
ら
れ
、
中
学

校
ま
で
送
っ
て
も
ら
え
た
。
海
沿
い
の
道
も
、
側
溝
か

ら
も
、
土
砂
が
溢
れ
出
て
い
た
。

　
お
よ
そ
1
0
0
人
が
詰
め
か
け
た
体
育
館
で
、
暑
さ

と
不
安
の
中
、
一
晩
を
過
ご
し
た
。

　
翌
朝
、
雨
は
降
っ
て
い
な
か
っ
た
。
昨
夜
通
れ
な

か
っ
た
坂
道
に
は
濁
流
は
な
く
、
岩
を
よ
け
て
歩
い
て

帰
れ
た
。

翌
朝
、
崩
落
し
た
横
浜
の
斜
面
を
見
る

　
被
災
し
た
場
所
を
見
る
と
、
山
の
斜
面
の
墓
所
を
挟

ん
で
２
カ
所
の
が
け
や
畑
が
崩
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
上
の
が
け
は
、
岩
や
土
砂
を
流
し
、
家
一
軒
を
壊

し
た
。
下
の
が
け
は
、
さ
ら
に
岩
・
土
砂
の
量
が
多
く
、

段
々
に
重
な
っ
た
三
世
帯
を
襲
っ
て
い
る
。

　
三
軒
目
の
お
宅
で
は
２
階
建
て
の
１
階
が
つ
ぶ
れ
、

中
に
人
が
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。

　
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が
駆
け
つ
け
、
翌
朝
、
助
け
出
さ
れ

た
こ
と
は
幸
い
だ
っ
た
。 

横
浜
地
区
に

「
西
日
本
豪
雨
災
害
碑
」を
建
て
る

　
被
災
後
、
数
日
が
経
つ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
段
さ
ん
は
、
ご
夫
婦
で
彼
ら
の

サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
た
。
自
宅
ト
イ
レ
を
解
放
し
、
飲
み

物
や
足
ら
な
い
道
具
の
調
達
な
ど
で
一
夏
は
過
ぎ
た
。

　
横
浜
地
区
は
、
広
島
県
の
災
害
復
旧
応
急
工
事
に

よ
っ
て
崩
れ
た
が
け
や
段
々
畑
に
法
面
工
事
等
が
行
わ

れ
、
一
応
の
安
全
は
確
保
さ
れ
た
。

　
大
段
さ
ん
の
呼
び
か
け
も
あ
り
横
浜
戸
主
会
は
、
復
旧

し
た
斜
面
上
に「
西
日
本
豪
雨
災
害
碑
」を
建
立
し
た
。

こ
の
出
来
事
を
地
区
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
る
。
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坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

乗っていた車を残し斜面が崩壊した　7月7日朝

　車
地
さ
ん
は
長
く
水
尻
地
区
住
民
福
祉
協
議
会

の
会
長
を
務
め
た
。
そ
の
中
で
、
最
大
の
出
来
事

は
平
成
30
年
の
災
害
だ
っ
た
。
突
然
の
災
害
に
、

そ
の
対
応
は
困
難
を
極
め
た
。
地
区
の
特
性
、
一

人
ひ
と
り
を
よ
く
知
る
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
と
、

車
地
さ
ん
は
言
う
。

　
　

毎
年
行
っ
て
い
た
防
災
訓
練
、

決
め
て
い
た
こ
と
は
守
ら
れ
た

　
災
害
以
前
、
水
尻
地
区
で
は
毎
年
6
月
に
避
難
訓
練

を
し
て
い
た
。
平
成
24
年
か
ら
始
め
、
甚
大
化
す
る
豪

雨
を
見
据
え
た
も
の
だ
っ
た
。

　
訓
練
を
通
し
て
決
め
て
い
た
こ
と
は
、
車
を
持
た
な

い
高
齢
者
は
、
避
難
を
呼
び
か
け
る
防
災
無
線
が
出
さ

れ
た
時
に
は
、
水
尻
地
区
の
老
人
集
会
所
に
集
ま
り
、

乗
り
合
わ
せ
て
安
芸
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
避
難
す

る
。
訓
練
に
は
、
毎
回
20
数
名
が
参
加
し
て
い
た
。

　
7
月
6
日
、
車
地
さ
ん
は
18
時
前
、
避
難
勧
告
発
令

の
放
送
を
聞
い
た
。
集
会
所
を
開
く
と
女
性
二
人
が
集

ま
っ
た
。
奥
さ
ん
の
運
転
す
る
車
で
、
別
の
女
性
二
人

も
乗
せ
て
、
早
々
に
安
芸
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
車
地
さ
ん
は
地
区
に
残
り
、
国
道
で
足
止
め
に
あ
っ

た
車
に
引
き
返
す
よ
う
誘
導
し
て
い
た
が
、
勢
い
を
増

す
土
砂
の
流
れ
に
、
地
区
の
奥
谷
武
德
さ
ん
ら
と
避
難

し
た
。

　
そ
の
日
、
安
芸
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
車
で
足
止

め
に
な
っ
た
人
も
加
わ
り
1
0
0
を
超
え
る
人
で
あ
ふ

れ
て
い
た
。

　
避
難
所
は
、
４
階
フ
ロ
ア
の
大
広
間
。
車
地
さ
ん

は
、
災
害
時
用
に
用
意
し
た
ノ
ー
ト
に
地
区
住
民
の
世

帯
の
名
前
、
人
数
を
書
き
、
直
ち
に
安
否
確
認
を
始
め

た
。

　
水
尻
地
区
の
20
世
帯
45
人
が
安
芸
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
避
難
、
自
宅
に
残
っ
て
い
る
の
は
７
世
帯
12

人
。
消
防
団
と
も
情
報
共
有
し
、
翌
朝
の
段
階
で
、
地

区
全
員
の
無
事
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
と
き
や
っ
と
、

胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。

避
難
所 
安
芸
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

二
カ
月
間 
夜
を
過
ご
す

　
車
地
さ
ん
の
安
否
確
認
の
ノ
ー
ト
に
は
、
そ
の
続
き

が
あ
る
。
地
区
住
民
が
日
常
を
取
り
戻
す
ま
で
を
フ
ォ

ロ
ー
し
続
け
た
。
全
壊
・
半
壊
の
家
、
ま
た
、
家
へ
の

道
が
つ
な
が
ら
な
い
と
、
そ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
は
難
し

い
。

　
車
地
さ
ん
は
、
そ
の
後
二
カ
月
間
に
わ
た
り
安
芸
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
る
。
自
宅
の

損
傷
は
軽
か
っ
た
が
、
避
難
所
で
暮
ら
す
地
域
の
人
の

手
伝
い
が
必
要
だ
と
、
夜
を
こ
こ
で
過
ご
す
こ
と
に
決

め
た
。 

　
避
難
所
か
ら
仕
事
に
通
う
人
も
出
て
き
た
が
、
高
齢

者
も
多
く
、
こ
こ
で
の
生
活
は
不
便
も
多
か
っ
た
。

　
災
害
か
ら
２
カ
月
経
っ
た
9
月
9
日
、
坂
町
の
仮
設

住
宅
の
入
居
が
始
ま
っ
た
。
10
世
帯
15
人
が
避
難
所
を

退
所
し
、
安
芸
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
被
災
者
は
、
い

な
く
な
っ
た
。
一
応
の
安
心
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も

声
掛
け
は
続
け
た
。

　
令
和
4
年
12
月
、
住
民
福
祉
協
議
会
の
会
長
を
奥
谷

武
德
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
。「
も
う
80
歳
を
過

ぎ
て
、
さ
す
が
に
難
し
い
・・・
」と
、
車
地
さ
ん
は
言

う
が
、
平
成
30
年
の
災
害
と
そ
の
後
の
復
興
を
見
届
け

た
感
が
あ
っ
た
。

　
水
尻
地
区
は
、
ま
た
、
未
来
へ
と
動
き
始
め
て
い

る
。

車地 守さん
水尻地区住民福祉協議会 会長
（平成30年当時）

水尻地区

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

奥谷 武德さん・純子さん
水尻地区住民福祉協議会 副会長
（平成30年当時）

水尻地区

車地さんが7月6日 安否確認のため記載したノート 

　水
尻
駅
の
す
ぐ
近
く
に
自
宅
を
構
え
る
奥
谷
武

德
さ
ん
、
純
子
さ
ん
の
ご
夫
婦
。
一
時
期
を
除
き

水
尻
で
暮
ら
し
て
き
た
。
当
時
87
歳
だ
っ
た
父
が

住
む
実
家
も
自
宅
上
の
高
台
に
あ
っ
た
。

　
　

●
武
德
さ
ん

　｠

上
の
実
家
の
父
を

迎
え
に
行
く
途
中
だ
っ
た

　 

奥
谷
武
德
さ
ん
は
、
平
成
30
年
7
月
6
日
、
所
用

で
い
た
広
島
市
を
午
後
５
時
に
出
て
帰
路
に
つ
く
。
大

雨
の
中
、
渋
滞
が
激
し
か
っ
た
が
、
自
宅
に
帰
っ
た
の

は
６
時
過
ぎ
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
避
難
を
呼
び
か
け
る
消
防
団
の
声
を
聞
き
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
り
換
え
、
自
宅
の
1
0
0
m
ほ
ど
上
の
父

が
住
む
実
家
へ
向
か
っ
た
。

　
実
家
に
着
き
、
車
を
降
り
て
家
へ
入
ろ
う
と
し
た

時
、
土
石
流
に
襲
わ
れ
た
。
土
砂
が
ド
ッ
と
き
て
道
が

塞
が
れ
、
乗
っ
て
い
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
と
こ
ろ
だ
け
を

残
し
、
他
の
斜
面
は
崩
落
し
た
。
実
家
か
ら
自
宅
ま
で

の
傾
斜
を
土
砂
と
流
木
が
覆
い
、
濁
流
も
激
し
か
っ

た
。
ま
さ
に
間
一
髪
で
土
石
流
か
ら
逃
れ
た
。

　
家
の
中
で
様
子
を
見
て
い
た
父
は
、
納
屋
2
軒
が
流

さ
れ
る
様
子
を
見
て
い
た
と
い
う
。
し
ゃ
が
み
こ
む
父

の
肩
を
抱
き
、
引
き
ず
る
よ
う
に
土
砂
に
覆
わ
れ
た
斜

面
を
懸
命
に
降
り
て
自
宅
へ
と
辿
り
着
い
た
。

　
近
所
の
人
と
車
を
乗
り
合
わ
せ
、
避
難
所
の
安
芸
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
と
向
か
っ
た
。
車
内
に
水
が
入
っ

て
き
た
が
ギ
リ
ギ
リ
で
車
が
走
っ
て
く
れ
た
。

●
純
子
さ
ん

　｠

娘
の「
お
母
さ
ん
が
逃
げ
な
い
な
ら

私
が
今
か
ら
迎
え
に
行
く
」の
電
話

　
当
日
の
朝
、
広
島
市
に
住
む
娘
さ
ん
か
ら
純
子
さ
ん

に「
今
回
の
雨
は
、
普
通
の
雨
で
は
な
い
か
ら
注
意
し

て
」と
電
話
が
あ
っ
た
。
昼
の
間
は
仕
事
に
出
た
が
、

そ
の
間
に
も「
絶
対
、
何
か
あ
る
」と
、
何
通
も
メ
ー
ル

が
来
た
。

　
武
德
さ
ん
が
父
を
迎
え
に
出
た
後
、
車
に
乗
り
ハ
ン

ド
ル
を
持
っ
た
ま
ま
二
人
を
待
っ
た
。
娘
さ
ん
か
ら
電

話
が
あ
り「
も
う
出
て
！
出
な
い
な
ら
私
が
今
か
ら
迎

え
に
行
く
！
」と
い
う
の
で
、
車
を
走
ら
せ
た
。
二
人

を
置
い
て
逃
げ
た
こ
と
に
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
娘
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
安
芸
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
武
德
さ
ん
、

父
と
合
流
で
き
た
。

次
の
日
の
朝

泥
の
川
と
化
し
た
国
道
、
呉
線

　
武
德
さ
ん
は
、
翌
朝
、
一
変
し
た
水
尻
の
風
景
を
見

る
。 

　
水
尻
川
が
無
く
な
り
、
呉
線
、
国
道
が
土
砂
に
埋
ま

り
、
車
20
〜
30
台
が
埋
ま
っ
て
い
る
。
復
旧
に
は
時
間

が
か
か
る
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。

　
住
宅
の
被
害
も
多
か
っ
た
。
地
区
で
全
壊
５
軒
を
出

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
死
者
が
出
な
か
っ
た
こ
と
は
、
近

所
で
声
を
掛
け
合
っ
た
こ
と
に
尽
き
る
と
い
う
。

　
こ
の
災
害
を
機
に
、
谷
の
上
流
に
砂
防
堰
堤
が
３
基

完
成
し
た
。
安
全
性
は
増
し
た
と
思
う
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
経
験
を
し
た
以
上
、
避
難
指
示

が
出
れ
ば
近
所
の
人
と
声
を
掛
け
合
い
、
車
に
乗
ら
な

い
人
も
誘
っ
て
、
避
難
す
る
こ
と
を
実
行
し
て
い
る
。
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坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

出下 一教さん
小屋浦地区住民福祉協議会 会長
（平成30年当時）

小屋浦地区

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

坂本 真一さん
小屋浦青年団 団長・坂町消防団 団員
（平成30年当時）

小屋浦地区

　平
成
30
年
当
時
、
小
屋
浦
の
住
民
協
会
長
を
務

め
て
い
た
出
下
さ
ん
。
あ
の
日
を
境
に
地
区
の
代

表
と
し
て
様
々
な
復
旧
に
携
わ
る
。
未
曾
有
の
被

害
の
中
で
の
行
政
と
住
民
の
つ
な
ぎ
役
に
は
苦
労

が
絶
え
な
か
っ
た
。

　
　

翌
朝
未
明
、
天
地
川
が
無
く
な
っ
た

　
四
丁
目
の
山
沿
い
に
あ
る
自
宅
、
同
じ
く
四
丁
目
の

平
地
の
箇
所
に
三
女
、
二
丁
目
の
駅
近
く
に
長
女
の
お

宅
と
、
出
下
さ
ん
の
家
族
は
小
屋
浦
の
各
々
に
住
ま
い

を
構
え
る
。

　
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ
る
時
に
は
、
長
女
の
家
に
集

ま
ろ
う
と
決
め
て
い
た
。

　
7
月
6
日
夕
方
、
ま
ず
は
三
女
の
家
へ
、
大
雨
特
別

警
報
を
聞
き
、
長
女
の
家
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
す
で

に
道
路
は
激
流
と
な
り
、
幼
い
子
ど
も
の
い
る
家
族
を

連
れ
て
行
く
こ
と
は
無
理
だ
っ
た
。
　

　
２
階
に
避
難
す
る
と
停
電
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
岩
が
転
が

る
音
が
す
る
。
外
に
出
た
の
は
午
前
４
時
頃
だ
っ
た
。

　
懐
中
電
灯
の
明
か
り
で
見
る
と
、
天
地
川
が
土
砂
に

埋
も
れ
て
無
く
な
っ
て
い
る
。
１
階
が
流
さ
れ
て
２
階

が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
お
宅
。
濁
流
で
流
さ
れ
た
車
か

ら
は
盗
難
防
止
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
続
け
て
い
た
。
　

　
恐
ろ
し
い
こ
と
が
起
き
た
。
こ
の
日
か
ら
小
屋
浦
地

区
住
民
福
祉
協
議
会
の
会
長
と
し
て
の
激
務
が
始
ま
っ

た
。何

か
ら
手
を
つ
け
た
ら
い
い
の
か
？

途
方
に
暮
れ
た

　
出
下
さ
ん
は
９
日
、
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
の
説
明
を
聞
く
。

　
翌
日
か
ら
町
内
会
長
と
手
分
け
を
し
て
各
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
聞
い
て
歩
い
た
。
１４
日
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
入
っ
て
く
る
とJO

C
A

（
青
年
海
外
協
力
協
会
）の
方

が
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

　
毎
日
朝
9
時
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す
る
お
宅

に
案
内
、
午
後
３
時
ま
で
の
作
業
中
に
は
熱
中
症
対
策

の
飲
み
物
な
ど
に
気
を
払
い
な
が
ら
、
夕
方
、
一
輪
車

や
ス
コ
ッ
プ
を
洗
い
、
次
の
日
の
た
め
に
並
べ
る
。

　
休
み
は
雨
の
日
だ
け
。
義
理
の
息
子
さ
ん
も
消
防
団

員
で
毎
日
の
作
業
が
忙
し
い
。
自
身
、
家
族
の
復
旧
作

業
は
ず
い
ぶ
ん
と
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
国
道
３１
号
の
渋
滞
解
消
、
地
域
の
道
路
の
復
旧
、
災

害
ご
み
収
集
の
進
捗
な
ど
、
一
つ
一
つ
の
前
進
が
、
全

体
の
復
旧
を
支
え
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
７
月
下
旬
、
坂
町
の
災
害
対
策
本
部
の
分
室

を
小
屋
浦
に
設
置
、
職
員
の
方
が
毎
日
来
て
く
れ
る
よ

う
に
な
る
と
行
政
と
の
情
報
共
有
も
一
気
に
進
ん
だ
。

悲
し
さ
を
乗
り
越
え
、

そ
し
て
伝
え
て
い
く

　
復
旧
は
大
変
な
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
行

政
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
住
民
と
力
を
合
わ
せ
頑
張
っ

た
。
　
　

　
そ
の
間
は
一
生
懸
命
で
悲
し
い
こ
と
も
考
え
ず
に
い

ら
れ
た
気
が
す
る
。

　
で
も
、
初
盆
、
秋
に
な
り
紅
葉
が
目
に
入
り
、
祭

り
・・・
そ
う
い
う
区
切
り
区
切
り
で
、
言
い
よ
う
の
な

い
悲
し
さ
を
感
じ
る
。
た
く
さ
ん
の
方
が
亡
く
な
っ

た
。
遺
族
の
方
も
お
ら
れ
る
。
悲
し
さ
を
ど
う
表
現
し

て
い
い
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。

　
小
屋
浦
地
区
住
民
福
祉
協
議
会
で
理
事
会
を
開
き
、

記
録
を
残
す
た
め
災
害
誌
を
作
る
こ
と
に
決
め
た
。
本

を
各
家
庭
に
置
い
て
も
ら
う
こ
と
で
10
年
20
年
と
伝

わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
生
ま
れ
て
く
る

子
ど
も
達
に
も
伝
承
で
き
る
。

　
本
に
は
地
域
の
た
く
さ
ん
の
人
の
体
験
、
思
い
が
込

め
ら
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
の「
土
石
流
か
ら
の
１
０
８
日
」

と
は
、
7
月
6
日
の
災
害
か
ら
小
屋
浦
の
秋
祭
り
ま
で

の
日
数
で
あ
る
。
祭
り
の
日
ま
で
で
日
常
を
取
り
戻
せ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
域
が
前
を
向
い
て
進
め
る
よ

う
に
な
る
。
一
区
切
り
ま
で
の
日
々
だ
っ
た
。

　平
成
30
年
、
小
屋
浦
青
年
団
の
団
長
を
務
め
て

い
た
坂
本
真
一
さ
ん
。

　災
害
以
前
に
も
地
域
の
秋
祭
り「
新
宮
社
の
秋
祭

り
」で
は
、
一
時
廃
れ
か
け
て
い
た
マ
ッ
カ
と
い
う

鬼
の
登
場
や
、
ぶ
つ
か
り
合
う
神
輿
な
ど
を
復
活

さ
せ
た
。
子
ど
も
二
人
を
育
て
る
小
屋
浦
に
か
け

る
思
い
は
強
い
。

　
　
助
け
た
か
っ
た
命
、

目
の
前
を
遮
る
濁
流
が
恨
め
し
い

　
６
日
夜
か
ら
招
集
に
応
じ
て
消
防
団
の
活
動
に
入
り

ま
し
た
。
避
難
を
呼
び
か
け
た
り
、
頼
ま
れ
た
土
の
う

を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
道
を
流
れ
る
泥
水
の

勢
い
が
強
く
な
り
、
避
難
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
だ
と
四

丁
目
に
住
む
家
族
を
裏
道
を
通
り
ナ
フ
コ
ま
で
誘
導
し

ま
し
た
。

｠
自
分
た
ち
が
ナ
フ
コ
に
つ
い
た
夜
８
時
頃
に
天
地
川

上
流
の
砂
防
ダ
ム
が
壊
れ
た
と
後
で
知
り
ま
し
た
。

　
ダ
ム
が
壊
れ
た
音
を
聞
い
た
人
も
い
て
、
２
階
の
ベ

ラ
ン
ダ
に
い
る
と
ド
ッ
ド
ッ
と
い
う
音
が
し
て
か
ら
農

具
や
流
木
が
流
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
大
判
川
の
氾
濫

は
天
地
川
よ
り
早
く
起
き
た
よ
う
で
、
二
つ
の
土
石
流

が
橋
を
堰
き
止
め
、
泥
・
流
木
は
住
宅
地
に
向
か
う
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
夜
は
消
防
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
・
自
衛
隊
と
合
流

し
、
従
兄
弟
の
団
員
と
救
助
要
請
が
出
て
い
る
四
丁
目

の
お
宅
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
あ
の
状
況
で
天
地
川
を

渡
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
四
丁
目
で
は
多
く
の
方
が
亡
く
な
り
残
念
で
す
。
避

難
の
途
中
で
流
さ
れ
た
人
、
自
宅
２
階
に
上
が
る
途
中

で
流
さ
れ
た
人
な
ど
の
様
子
を
知
り
、
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
豪
雨
の
凄
ま
じ
さ
を
悔
し
く
思
い
ま

す
。

　
７
日
は
四
丁
目
、
８
日
か
ら
９
日
は
三
丁
目
で
水
の

引
か
な
い
お
宅
へ
ボ
ー
ト
で
行
き
救
助
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
の
教
訓
、
早
く
逃
げ
る
と
い
う
こ

と
に
尽
き
る

　
１０
日
か
ら
は
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
に
協
力
し
ま

し
た
。
自
分
は
小
屋
浦
の
犠
牲
者
の
遺
体
発
見
現
場
を

ほ
ぼ
全
て
捜
索
し
て
い
ま
す
。

　
直
接
の
搬
出
は
で
き
ま
せ
ん
が
周
囲
を
掘
っ
た
り
土

砂
の
撤
去
が
消
防
団
の
役
割
で
し
た
。
先
に
言
っ
た
よ

う
に
自
宅
の
中
で
亡
く
な
っ
た
人
、
玄
関
を
出
た
と
こ

ろ
で
流
さ
れ
た
人
、
ア
パ
ー
ト
ご
と
流
さ
れ
た
人
、
避

難
し
た
家
で
亡
く
な
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち

は
亡
く
な
っ
た
方
の
無
念
さ
も
伝
承
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
か
ら
２
週
間
後
、
捜
索
活
動
か
ら
土
砂
撤
去
に

移
行
し
ま
し
た
。
泥
か
き
を
繰
り
返
す
作
業
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
人
が
集
ま
り
だ
し
、
大

阪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
重
機
を
持
ち
込
ん
で
く
れ
た

り
、
先
輩
が
ダ
ン
プ
を
２
台
、
自
分
に
預
け
て
く
れ
ま

し
た
。
辛
い
と
か
考
え
る
間
も
な
く
日
々
、
働
き
ま
し

た
。
そ
う
し
て
泥
か
き
も
、
は
か
ど
っ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

｠
今
回
の
教
訓
は
、
早
く
逃
げ
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
災
害
を
経
験
す
る
ま
で
、
自
分

達
も「
災
害
」を
人
ご
と
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
部
分
が

あ
り
ま
す
。

　
土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
避
難
場
所
と
そ
の

経
路
の
確
認
、
逃
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
て
お
く
こ

と
は
絶
対
に
必
要
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
あ
る
程
度
の
食
料
と
飲
み
物
は
家
族
の
分

を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
行
政
か
ら
の
支

援
物
資
が
す
ぐ
届
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
今
、
ハ
ー
ド
対
策
も
整
い
、
前
よ
り
安
全
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
小
屋
浦
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
自
分

達
の
命
は
、
自
分
達
で
守
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
、
子

ど
も
達
に
伝
え
て
い
き
た
い
教
訓
で
す
。

平成30年西日本豪雨 小屋浦記録誌
土石流からの108日
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地
元
で
あ
る
坂
町
の
消
防
団
で
長
く
活
動
し
て

き
た
車
地
さ
ん
は
多
く
の
火
災
や
災
害
を
経
験
し

た
。
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
大
切
な
時
に
家
を
離
れ
る

消
防
団
は
家
庭
か
ら
は
役
に
立
た
な
い
存
在
に
見

ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

　
　経験

の
な
い
土
砂
災
害
、

こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
起
こ
る
と
は

　 

７
月
６
日
夕
方
、
役
場
庁
舎
に
対
策
本
部
は
既
に

で
き
て
い
た
。
５
時
半
、
団
員
に
非
常
召
集
を
か
け

た
。
６
時
半
か
ら
７
時
頃
に
か
け
て
、
各
部
か
ら
通
報

が
入
り
始
め
た
。

　
西
側
地
区
の
土
石
流
と
火
事
、
横
浜
の
が
け
崩
れ
、

総
頭
川
の
氾
濫
、
そ
し
て
小
屋
浦
の
土
石
流
。

　「
私
の
経
験
で
は
土
石
流
に
対
応
し
た
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
が
今
、
起
き
た
と
驚
き
ま
し
た
」

　
そ
れ
か
ら
の
数
日
は
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
場
、

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
等
と
情
報
共
有
を
行
い
可
能
な

限
り
対
応
し
た
。

　「
人
命
救
助
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
さ
れ
る
72
時
間
、

ひ
た
す
ら
人
命
救
助
、
消
防
団
も
そ
こ
に
集
中
的
に
送

り
込
ん
だ
。
人
命
と
い
う
の
が
一
番
重
い
。
助
か
っ
た

人
が
見
つ
か
っ
た
良
か
っ
た
と
。
ま
た
、
今
で
も
思
い

だ
す
と
涙
が
出
る
、
救
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
悲

し
さ
。
あ
ま
り
に
も
規
模
が
大
き
す
ぎ
て
土
石
流
の
怖

さ
と
い
う
の
を
痛
感
し
た
。
こ
ん
な
多
く
の
人
命
が
な

く
な
る
と
い
う
の
は
、
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
わ
け
だ

か
ら
。
そ
れ
は
な
ん
と
も
言
え
な
い
」

僅
か
１
時
間
の
豪
雨
が

ま
ち
を
変
え
て
し
ま
っ
た

　
こ
の
豪
雨
の
恐
ろ
し
さ
は
、
僅
か
１
時
間
の
豪
雨
で

事
態
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
か
っ
た
こ
と
。

　「
午
後
３
時
半
警
報
の
時
に
は
、
そ
ん
な
に
ひ
ど
い

雨
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
５
時
の
時
点
で
も
そ
う
。

　
６
時
に
な
っ
た
時
か
ら
凄
ま
じ
い
雨
に
な
っ
た
。
だ

か
ら
、
避
難
し
よ
う
と
い
う
話
が
で
き
る
状
態
で
は
な

か
っ
た
と
思
う
。
雨
が
ひ
ど
く
な
っ
た
時
に
は
、
も
う

動
け
な
い
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
」

　「
平
成
26
年
豪
雨
の
教
訓
も
、
我
々
か
ら
し
て
み
れ

ば
他
人
ご
と
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
か
。

　
今
、
思
え
ば
、
も
う
少
し
取
り
組
む
方
法
が
あ
っ
た

の
か
な
と
は
思
う
」

み
ん
な
に
、
た
だ
、
た
だ
、

あ
り
が
と
う
と

　 「
土
砂
撤
去
の
作
業
も
各
地
で
経
験
を
積
ま
れ
た
人

た
ち
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
く
れ
た
。
連
携
は
う
ま
く

い
っ
た
。
あ
り
が
た
い
と
い
う
気
持
ち
し
か
な
か
っ

た
。

　
私
た
ち
の
消
防
団
は
森
浜
・
浜
宮
地
区
な
ど
は
8
割

が
被
災
者
。
小
屋
浦
の
消
防
団
は
22
人
中
21
人
が
被
災

し
て
い
た
」

　「
団
員
自
身
も
家
族
を
持
つ
家
庭
人
。
自
分
の
家
や

地
域
が
気
に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
、
だ
け
ど
も
人
命

救
助
が
最
優
先
、
と
に
か
く
人
命
救
助
。

　
家
族
、
自
分
を
犠
牲
に
し
て
４０
日
間
、
土
曜
日
曜
も

含
め
て
活
動
し
て

く
れ
た
」

　「
ま
ち
の
た
め
に

尽
く
し
て
く
れ
て

申
し
訳
な
い
と
い

う
気
持
ち
が
一
番
。

た
だ
、
た
だ
、
あ
り

が
と
う
と
言
葉
を

か
け
た
い
で
す
ね
」

び
出
し
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
で
温
め
て
飲
ま
せ
て
あ
げ

ら
れ
た
。

応
急
で
進
め
た
保
育
活
動

多
く
の
協
力
を
得
た

　
保
育
園
の
復
旧
は
め
ど
が
立
た
な
い
。
な
ん
と
か
被

災
し
た
子
ど
も
た
ち
を
保
育
し
た
い
と
の
思
い
は
、
三

登
さ
ん
た
ち
職
員
の
共
通
し
た
思
い
だ
っ
た
。
子
育
て

支
援
ル
ー
ム
の
シ
ャ
ワ
ー
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に

始
ま
り
、
や
が
て
小
屋
浦
在
住
の
職
員
が
そ
こ
で
保
育

を
再
開
す
る
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
保
育
の
場
は
、
隣
接
す

る
小
屋
浦
小
学
校
に
も
移
っ
た
。
小
学
校
の
教
室
を
借

り
て
い
た
期
間
に
は
、
ト
イ
レ
な
ど
水
回
り
の
改
修
、

子
ど
も
用
の
砂
場
や
遊
具
の
設
置
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

人
の
助
け
で
な
ん
と
か
環
境
を
整
え
た
。
園
の
完
全
な

復
興
に
は
二
年
を
か
け
た
が
、
そ
の
間
も
関
係
者
の
努

力
に
よ
っ
て
保
育
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

坂町の
水尻地区
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験・証
言-

第
四
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　「伝
え
る
言
葉
」-

体
験・証
言-

三登 文恵さん
小屋浦みみょう保育園 主任

小屋浦地区

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

車地 健二さん
坂町消防団 団長
（平成30年当時）

提供：済生会広島病院

た
だ
、あ
り
が
と
う
と
、言
い
た
い

　
７
月
６
日
は
保
育
園
の
行
事
と
し
て「
七
夕
会
」

が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
朝
か
ら
の
雨
模
様
の
た

め
中
止
に
。
降
り
方
が
強
い
こ
と
か
ら
園
を
休
む

子
ど
も
も
数
人
。
そ
の
日
の
空
模
様
を
三
登
さ
ん

は「
異
様
な
雲
の
色
だ
っ
た
」と
記
憶
し
て
い
る
。

　
　天

地
川

こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
増
水
　

そ
し
て
・・・

　
時
折
、
猛
烈
な
雨
が
降
る
状
況
に
保
護
者
の
お
迎
え

の
時
間
は
い
つ
も
よ
り
早
め
に
進
ん
で
い
た
。
園
の
前

を
流
れ
る
天
地
川
は
、
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
三
登
さ

ん
で
も
見
た
こ
と
も
な
い
ほ
ど
に
増
水
し
て
い
た
。

　
夜
７
時
ま
で
に
は
、
す
べ
て
の
園
児
の
お
迎
え
は
完

了
し
た
。

　
天
地
川
を
挟
ん
だ
向
か
い
に
住
む
三
登
さ
ん
は
帰
宅

後
、
息
子
と
二
人
で
、
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

小
屋
浦
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
こ
と
に
し
た
の

だ
が
、「
深
夜
に
は
家
に
戻
れ
る
だ
ろ
う
」と
の
思
い

は
、
次
々
と
集
ま
る
付
近
の
住
民
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る

情
報
で
覆
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
夜
７
時
半
頃
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
天
地
川
を

大
き
な
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
音
を
た
て
て
転
が
る
音
が
響

い
て
き
た
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
避
難
者
に
対
応
す

る
町
の
職
員
は
１
人
だ
け
。
三
登
さ
ん
た
ち
も
避
難
者

の
確
認
や
名
簿
作
成
、
備
蓄
し
て
あ
っ
た
毛
布
や
簡
易

ト
イ
レ
の
準
備
な
ど
に
あ
た
っ
た
。
や
が
て
１
階
部
分

も
浸
水
の
危
険
が
高
ま
っ
た
た
め
、
避
難
者
は
２
階
、

３
階
へ
と
避
難
の
位
置
を
変
え
て
行
っ
た
。

　
一
夜
明
け
、
窓
か
ら
周
辺
を
見
下
ろ
す
と
、
自
宅
は

１
階
部
分
が
水
没
。
自
動
車
が
家
と
家
の
間
に
挟
ま
っ

て
い
る
、
命
の
危
険
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
迫
っ
て
い
た
こ

と
に
愕
然
と
し
た
。

ミ
ル
ク
が
な
い
！

子
ど
も
の
命
が
か
か
っ
て
い
る

　
６
日
夜
、
避
難
し
て
き
た
人
の
中
に
生
後
１
か
月
ほ

ど
の
乳
児
を
連
れ
た
女
性
が
い
た
。
聞
け
ば
ミ
ル
ク
を

持
っ
て
来
て
い
な
い
と
い
う
。

　
夜
が
明
け
、
こ
の
ま
ま
で
は
子
ど
も
の
命
の
危
険
が

あ
る
。
保
育
園
に
行
け
ば
粉
ミ
ル
ク
が
あ
っ
た
は
ず

だ
。
建
物
の
１
階
は
濁
流
が
貫
い
て
い
た
も
の
の
幸
い

建
物
の
２
階
は
大
丈
夫
の
よ
う
だ
っ
た
の
で
、
な
ん
と

か
保
育
園
に
取
り
に
行
こ
う
と
試
み
る
。
消
防
隊
員
か

ら
は
静
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
必
死
に
ミ
ル
ク
を
運

提供：RCC中国放送
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坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

　
７
月
６
日
夕
方
前
後
か
ら
県
内
各

消
防
本
部
で
は
救
助
等
を
求
め
る
通

報
が
急
増
、
総
動
員
で
対
応
を
続
け

ま
し
た
。

　
同
日
20
時
30
分 

広
島
県
知
事
か

ら
の
要
請
を
受
け
緊
急
消
防
援
助
隊

の
応
援
が
調
整
、
実
施
さ
れ
、
７
日

朝
ま
で
に
大
阪
府
・
愛
知
県
・
山
口

県
・
島
根
県
の
陸
上
部
隊
が
広
島
県

に
向
け
て
出
動
し
て
い
ま
す
。

　
坂
町
内
で
も
広
島
市
消
防
局
と
、

こ
れ
ら
部
隊
の
活
動
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
加
え
て
、
６
の
府
県
か
ら
は

航
空
小
隊
も
出
動
、
県
内
で
救
助
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
時
、
交
通
網
が
破
壊
し
た
小
屋
浦

地
区
に
は
、
海
上
保
安
庁
・
坂
町
漁
協

な
ど
の
協
力
で
船
舶
を
使
い
人
や
物
を

運
び
ま
し
た
。
食
料
・
飲
料
水
・
衣
類

な
ど
不
足
し
た
中
、
全
国
の
行
政
・
企

業
・
個
人
等
か
ら
支
援
物
資
が
運
ば
れ

て
き
ま
し
た
。

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

消防

　
災
害
発
生
後
、
坂
町
に

お
い
て
、
た
だ
ち
に
海
田

警
察
署
に
よ
る
活
動
が

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
広
島
県
警
察
は
警
視

庁
と
37
府
県
警
か
ら
広

域
緊
急
援
助
隊
の
派
遣

を
受
け
捜
索
・
救
助
活
動

を
実
施
。

　
坂
町
で
も
災
害
警
備

や
被
災
者
支
援
・
警
戒
・

警
ら
活
動
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

警察

提供：広島市消防局

提供：広島市消防局

提供：広島市消防局

提供：海田警察署

　
6
日
21
時
に「
人
命
救
助

に
伴
う
災
害
派
遣
要
請
」を

受
け
坂
町
を
含
む
県
内
８

市
４
町
に
人
命
救
助
、
行

方
不
明
者
捜
索
、
道
路
啓

開
、
瓦
礫
等
処
理
な
ど
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
24
時
間
体
制
の
対
応
も

実
施
、
坂
町
で
は
、
給
水

支
援
・
入
浴
支
援
・
物
資

輸
送
等
の
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
各
機
関
の
県
内

に
お
け
る
主
な
活
動
は
8

月
13
日
ま
で
続
け
ら
れ
ま

し
た
。

自衛隊提供：防衛省 陸上自衛隊第13旅団

提供：防衛省 陸上自衛隊第13旅団

提供：済生会広島病院

提供：海田警察署

救助・捜索・土砂撤去
各機関が坂町へ

（参考にした文献）　平成30年7月豪雨災害における広島県の対応　広島県危機管理監 危機管理課・消防保安課

船
に
よ
る
応
援
、
輸
送

全
国
か
ら
届
い
た

支
援
物
資

　
災
害
発
生
直
後
、
坂
町
消
防
団
の
災
害
活
動
用
に

総
務
省
中
国
総
合
通
信
局
か
ら
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
機
が

無
償
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
災
者
へ
防
災
・
生
活
支
援
情
報
等
を
提

供
す
る
た
め
、
坂
町
に
臨
時
災
害
F
M
放
送
用
機
器

２
台
の
貸
出
し
と
避
難
所
へ
の
ラ
ジ
オ
の
無
償
配
布

が
行
わ
れ
、
坂
町

は
７
月
20
日
に
町

内
２
箇
所
で
臨
時

災
害
F
M
放
送
局

を
開
局
し
ま
し
た
。

被
災
者
に
届
い
た
生
き
た
情
報

臨時災害FM放送用機器
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坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

　村上さんは火災や事故の現場において救助活動を行う
救助隊長を務める。平成29年７月九州北部豪雨の際は、
消防航空隊に在籍、空からの救助も経験した。

　
7
月
6
日
は
、
安
佐
南
区
で
避
難
誘
導
な
ど
に
あ

た
っ
て
い
た
。
20
時
頃
、
坂
町
小
屋
浦
方
面
へ
の
出

動
指
令
を
受
け
、
救
助
工
作
車
に
救
助
隊
6
名
が
乗

車
し
出
動
、
経
路
は
越
水
・
冠
水
し
、
安
芸
消
防
署

坂
出
張
所（
横
浜
中
央
）に
着
い
た
の
は
深
夜
だ
っ
た
。

一
睡
も
せ
ず
、
伝
わ
る
情
報
を
、
現
地
の
地
図
の
上

で
想
定
、
活
動
に
備
え
て
準
備
を
し
た
。

　
７
日
朝
、
５
時
に
出
張
所
を
出
る
。
泥
と
倒
木
に

覆
わ
れ
た
広
島
呉
道
路
を
天
応
西
で
降
り
、
呉
ポ
ー

ト
ピ
ア
パ
ー
ク
に
入
っ
た
。
消
防
航
空
隊
の
経
験
か

ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
必
要
に
な
る
と
予
想
し
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
と
な
る
場
所
を
確
保
し
て
、
小
屋
浦
に
入
っ

た
。
朝
６
時
１０
分
頃
だ
っ
た
。

　
８
日 

船
に
よ
り
小
屋
浦
に

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
な

ど
７
名
を
派
遣
。
小
屋
浦
小

学
校
に
救
援
所
を
開
設
し
、

こ
の
後
、
１
カ
月
間
に
わ
た

り
救
護
活
動
を
続
け
、
ま
た
、

福
岡
、
大
分
、
庄
原
等
の
支

部
か
ら
の
応
援
を
受
け
、
坂
町

各
地
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　各地が被災、交通網が分断した坂町では、救援・医療体制にも大きな打撃を受けました。
　健康被害をきたした住民、通常の医療を必要とする住民に対して、各医療機関、広島県
医師会をはじめ各病院、また、国際ボランティア学生協会など多くの組織が、治療や衛生の
維持など広範囲にわたり支援を実施しました。

村上 浩崇 大手救助隊
（平成30年当時　安佐南消防署 佐東救助隊 隊長）　

広島市消防局中消防署　

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

提供：広島市消防局

提供：日本赤十字社広島県支部

提供：済生会広島病院

提供：済生会広島病院

提供：日本赤十字社広島県支部

救護、医療機関の活動

救
助
隊
隊
長
が
見
た

７
月
７
日
の
小
屋
浦
　

　
到
着
し
た
小
屋
浦
は
、
土
石
と
流
木
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

多
く
の
人
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
、
そ
う
思
っ
た
瞬
間
、

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
噴
き
出
し
た
。
天
地
川
公
園
付
近
で
、

自
衛
隊
、
消
防
団
と
合
流
、
情
報
交
換
と
役
割
分
担
を

し
、
救
助
活
動
、
避
難
誘
導
を
開
始
し
た
。
道
な
き
道
を

通
り
、
怪
我
を
さ
れ
て
い
る
人
、
避
難
さ
れ
て
い
な
い
人

の
確
認
か
ら
入
っ
た
。

　
消
防
は
こ
の
時
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
た
。
消

防
団
や
住
民
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
た
。

　
苦
労
し
た
の
は
天
地
川
越
え
。
橋
が
落
ち
て
渡
る
術
が

な
い
。
流
木
を
利
用
し
、
対
岸
に
救
助
に
向
か
う
。

　「
危
険
が
と
も
な
い
、
隊
員
の
命
を
守
る
観
点
か
ら
は
、

通
常
は
行
わ
な
い
活
動
」細
心
の
注
意
で
救
助
を
続
け
る
。

　
午
後
に
は
三
連
梯
子
を
か
け
た
が
、
怪
我
を
負
っ
た
方

の
担
架
を
運
ぶ
こ
と
は
難
し
い
。

　
要
請
し
て
い
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、
夕
方
、
来
て
く
れ

た
。
山
口
県
の
防
災
ヘ
リ
だ
っ
た
。
救
助
し
て
い
た
そ
の

場
か
ら
２
人
を
搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
活
動
の
最
中
、
流
木
が
寄
り
か
か
っ
た
古
い
水
害
碑
を

見
た
。
過
去
に
も
あ
っ
た
の
か
と
、
ふ
と
思
っ
た
。

　
7
日
の
小
屋
浦
は
、
想
像
を
超
え
る
状
況
だ
っ
た
。
多

く
の
困
難
が
立
ち
は
だ
か
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
経
験
を

し
た
。

　「
各
地
で
被
害
が
発
生
し
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
割
け
な
か
っ

た
が
、
そ
こ
に
い
た
人
が
協
力
し
て
、
そ
の
時
、
で
き
る

こ
と
を
や
っ
た
」村
上
隊
長
は
、
５
年
前
の
夏
を
思
い
出

し
、
そ
う
語
っ
た
。

住
民
の
命
を
守
る

隊
員
の
命
も
守
る
　
隊
長
と
し
て

日
本
赤
十
字
社

広
島
県
支
部

　
避
難
所
や
自
宅
へ
の
戸
別
訪
問
な

ど
、
被
災
者
へ
の
心
身
の
ケ
ア
を
担

う
他
県
か
ら
の
応
援
保
健
師
チ
ー
ム

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
8
月
30
日
解
散
式
）

応
援
保
健
師
チ
ー
ム

　
職
員
に
災
害
の
影
響
を
受

け
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
医

師
・
看
護
師
を
避
難
所
に
派

遣
し
、
被
災
し
た
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
を

受
け
入
れ
障
害
者
・
障
害
児

へ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
ま
し
た
。

済
生
会

広
島
病
院

守
る 

住
民
の
命
、

そ
し
て
、

隊
員
の
命
も

守
る 

住
民
の
命
、

そ
し
て
、

隊
員
の
命
も

到着した山口県の防災ヘリ

流木を利用し天地川を越える

救護活動

救
護
、
医
療
機
関
の
活
動
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坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

　
豪
雨
が
開
け
た
7
月
7
日
、
佐
渡
さ
ん
は
小
屋
浦
の
知
り
合
い

か
ら
連
絡
を
も
ら
い
現
地
に
入
っ
た
。

　
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
を
目
に
す
る
と
、
直
ち
に
仲
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
情
報
を
発
信
し
続
け
た
。

　
情
報
が
伝
わ
る
と「
お
い
ち
ゃ
ん
が
困
っ
て
い
る
、
行
こ
う
」

と
、
全
国
か
ら
仲
間
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

　
９
日
に
は
重
機
隊
が
到
着
、
宿
泊
先
が
な
い
の
で
広
島
市
西
区

の
自
宅
を
提
供
、
最
大
で
16
人
を
泊
め
た
。
佐
渡
さ
ん
も
自
費
で

重
機
と
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
調
達
、
自
身
の
お
店
は
７
カ
月
間
休

業
し
た
。

　
被
災
地
の
心
を
思
う
こ
と
が
佐
渡
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
こ

の
年
、
秋
祭
り
の
代
わ
り
に
な
っ
た
小
屋
浦
復
興
祭
に
ゲ
ス
ト
を

呼
び
た
い
と
、
あ
ち
こ
ち
に
お
願
い
し
て
い
る
と
、
さ
だ
ま
さ
し

さ
ん
本
人
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。「
さ
だ
で
す
け
ど
・・・
」

の
声
が
佐
渡
に
聞
こ
え
て
、
兄
か
ら
の
電
話
か
と
聞
き
違
え
た
と

笑
う
。

　
平
成
30
年
7
月
の
災
害
発
生
以
降
、
多
く
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
坂
町
を
訪
れ
、
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
御
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
坂
町
で
は
災
害
か
ら
3
日
目
と
な
る
7
月
9
日
に
、
坂
町
災
害
た

す
け
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
設
置（
坂
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）し
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
総
数
は
令
和
3
年
3
月
1
日
ま
で
で
延
べ 

2
6
，0
2
8 

人
に
な
り
、
町
内
・
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
活
動
内
容
は
、
泥
だ
し
、
が
れ
き
の
撤
去
・
分
別
、
室
内
清
掃
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
、

イ
ベ
ン
ト
や
サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　
今
日
ま
で
続
く
息
の
長
い
活
動
を
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま

す
。
坂
町
は
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
活
動
に
深
く
感
謝

し
、
ま
ち
が
元
気
に
な
る
こ
と
で
謝
意
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
坂
町
災
害
た
す
け
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
平
成
30
年
12
月
10
日
、
坂
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
）

　東
北
で
は
被
害
の
大
き
か
っ
た
岩
手
県
山
田
町
か
ら
始
め
各
地

を
回
る
。
佐
渡
さ
ん
の
お
好
み
焼
き
は
ど
こ
で
も
喜
ば
れ
た
。
そ

の
後
は
、
熊
本
地
震
な
ど
大
き
な
災
害
の
た
び
駆
け
つ
け
る
。

　ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
尾
畠
春
夫
さ
ん
な
ど
多
く
の
仲
間

が
で
き
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
情
報
を
共
有
し
合
い
活
動
す
る
。

　い
つ
し
か
佐
渡
さ
ん
も
皆
か
ら
お
い
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

「
お
い
ち
ゃ
ん
が
困
っ
て
い
る
」と
、

多
く
の
仲
間
が
駆
け
つ
け
る

　
さ
だ
さ
ん
は
出
演
を
快
諾
。
広
島
の
音
楽
事
務
所
の
助
け
も

あ
っ
て
音
響
は
専
門
学
校
の
学
生
さ
ん
、
司
会
は
西
田
篤
史
さ
ん

が
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
10
月
21
日
、
小
屋
浦
小
学
校
体
育
館
が

笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
思
い
を
込
め
た
天
地
川
の
精
霊
流
し

も
行
っ
た
。

　
佐
渡
さ
ん
は
小
屋
浦
と
の
付
き
合
い
を
今
も
続
け
て
い
る
。
こ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
の
は
坂
町
自
然
災
害
伝
承
公
園
。
行

き
交
う
人
が「
久
し
ぶ
り
じ
ゃ
ね
〜
元
気
〜
」と
佐
渡
さ
ん
と
言
葉

を
交
わ
す
。

　
こ
の
日
は
ホ
タ
ル
の
研
究
を
行
う
方
と
天
地
川
を
見
て
回
っ
た
。

被
災
前
に
見
ら
れ
た
ホ
タ
ル
を
再
び
川
に
取
り
戻
そ
う
と
佐
渡
さ

ん
は
活
動
を
始
め
て
い
る
。
カ
ワ
ニ
ナ
と
い
う
巻
貝
を
放
流
し
て

定
着
す
る
の
は
、
ほ
ん
の
一
部
だ
と
い
う
。
そ
れ
で
も
続
け
て
い
け

ば
再
び
ホ
タ
ル
は
還
っ
て
く
る
。
実
は
佐
渡
さ
ん
は
安
佐
南
区
の

緑
井
で
復
活
さ
せ
た
実
績
が
あ
る
。

　
天
地
川
の
夏
の
夜
、
ホ
タ
ル
の
光
が
灯
れ
ば
地
域
の
心
が
豊
か

に
な
る
。
佐
渡
さ
ん
の
考
え
る
復
興
は
地
域
が
元
気
を
取
り
戻
す

ま
で
の
お
手
伝
い
な
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

地
域
が
元
気
に
な
る
ま
で
の
お
手
伝
い

全
国
か
ら

駆
け
つ
け
て
く
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

伝
え
た
い

全
国
か
ら

駆
け
つ
け
て
く
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

伝
え
た
い

　広島市西区にお好み焼きの店を構える佐渡
さんがボランティアを始めたきっかけは平成
23年3月の東日本大震災。屋外でもお好み焼
きを振る舞える道具を揃え、7月に東北地方
に入る。以降、各地で自己流のボランティア
活動を行ってきた。

佐
渡 

忠
和
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボランティアの拠点となった坂町災害たすけあいセンター 感
謝
の
心
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困難を乗り越え復興に向かう

「被災後の町民の暮らし」
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坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

鯛尾の海上輸送基地から運ばれる土砂

8月27日坂小学校　土砂が運ばれたままの校庭で2学期が始まりました

　
土
石
流
や
浸
水
が
坂
町
の
多
く
の
住
宅
や
施

設
を
襲
い
ま
し
た
。
坂
町
内
の
建
物
被
害
は

1
，6
4
1
件
に
も
及
び
、
避
難
所
で
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
も
多
く
い
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
、
坂
町
内
で
避
難
者
が
最
大
と

な
っ
た
の
は
7
月
７
日
早
朝
５
時
の
時
点
で
、

1
，3
5
3
人
の
方
が
避
難
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
避
難
所
で
は
多
く
の
方

が
入
ら
れ
た
こ
と
で
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
な
ど
が

生
じ
ま
し
た
。

　
住
む
家
を
な
く
し
た
人
た
ち
に
対
し
て
は
、

長
期
に
わ
た
り
避
難
所
の
開
設
を
続
け
、
最
長

で
93
日
に
わ
た
り
避
難
所
生
活
を
続
け
た
人
も

い
ま
し
た
。

　
自
宅
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
た
人
で
も
、
道

路
も
通
行
で
き
な
く
な
る
な
ど
様
々
な
障
害
が

被
災
者
を
襲
い
不
自
由
な
暮
ら
し
が
続
き
ま
し

た
。

　
国
土
交
通
省
は
7
月
6
日
の
災
害
発
生
後
、

中
国
地
方
整
備
局
を
は
じ
め
全
国
の
地
方
整
備

局
等
か
ら
な
る
T
E
C

-

F
O
R
C
E （
緊
急

災
害
対
策
派
遣
隊
）を
編
成
、
約
２
カ
月
に
わ
た

り
各
地
の
自
治
体
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
国
地
方
整
備
局
は
広
島
県
内
各
地

の
土
砂
撤
去
等
の
要
請
に
対
し
て
、
広
島
県
災

害
土
砂
撤
去
支
援
チ
ー
ム
を
設
置（
7
月
18
日
）

し
、
道
路
啓
開
・
河
川
土
砂
撤
去
か
ら
土
砂
仮

置
き
場
ま
で
の
運
搬
の
一
連
作
業
を
支
援
し
ま
し

た
。

　
坂
町
内
に
お
い
て
も
、
坂
西
地
区
に
お
け
る

河
川
土
砂
撤
去
、
小
屋
浦
地
区
に
お
け
る
道
路

啓
開
な
ど
に
あ
た
り
、
復
旧
へ
の
は
ず
み
と
な

り
ま
し
た
。（
８
月
27
日
に
完
了
）

　
被
災
後
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
の
は
道
路

や
住
宅
か
ら
運
び
出
さ
れ
る
な
ど
し
た
災
害
ご

み
と
土
砂
の
処
理
で
す
。

　
坂
町
で
の
災
害
廃
棄
物
の
発
生
量
は
約
13
万

ト
ン
に
及
ん
だ
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
置
き
場
の
確
保
か
ら
処
分
ま
で
が
大
き
な
課

題
で
し
た
が
、
国
、
県
、
他
自
治
体
等
の
協
力

も
受
け
、
進
め
ま
し
た
。

　
災
害
ご
み
は
、
一
時
的
に
各
公
園
や
小
屋
浦

小
学
校
に
集
め
ら
れ
た
後
、
北
新
地
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
２
次
仮
置
き
場
と
し
て
受
け
入
れ
、
選
別

し
た
後
に
町
外
に
搬
出
。

　
土
砂
は
各
地
区
か
ら
ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂

と
鯛
尾
に
設
置
し
た
海
上
輸
送
基
地
へ
集
め
、

町
外
の
処
理
場
へ
と
船
舶
で
輸
送
し
ま
し
た
。

　
7
月
10
日
〜
8
月
10
日
自
衛
隊
に
よ
る
入
浴

支
援（
町
有
住
宅
敷
地
内
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
浴
支
援
で
は
こ
の
他
、
ア
ジ
ア
ン
リ
ゾ
ー

ト
・
ス
パ
シ
ー
レ
の
利
用
券
配
布
、
シ
ャ
ワ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
設
置（
町
有
住
宅
敷
地
内
/
8 

月 

11
日
〜
10
月
10
日
） 

、
た
か
ね
荘
及
び
た
か
ね

荘
こ
や
う
ら
で
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
等
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

SAKA town
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提供：RCC中国放送

提供：国土交通省 中国地方整備局

提供：RCC中国放送

提供：RCC中国放送
提供：防衛省 陸上自衛隊第13旅団 提供：防衛省 陸上自衛隊第13旅団

救護、医療機関の活動

断水のため、川も洗濯の場となった

避難所となった小屋浦小学校体育館

目
を
背
け
た
く
な
る
よ
う
な

自
宅
の
光
景
。

避
難
所
で
の
生
活
、

い
つ
も
の
暮
ら
し
が
遠
く
な
る
。

復
興
は
泥
か
き
か
ら・・・

各
機
関
か
ら
支
援
を
受
け
る

重
機
が
入
り

復
旧
が
進
み
始
め
る

復
興
は
泥
か
き
か
ら・・・

各
機
関
か
ら
支
援
を
受
け
る

重
機
が
入
り

復
旧
が
進
み
始
め
る
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　平
成
30
年
、
広
島
県
砂
防
課
で
復
旧
・

対
策
工
事
を
担
当
し
た
新
田
さ
ん
は「
砂
防

ダ
ム
が
あ
れ
ば
多
く
の
命
が
救
わ
れ
た
の

で
は
な
い
か
、
そ
う
お
叱
り
を
受
け
る
こ

と
も
あ
っ
た
」と
い
う
。

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
進
め
る
と
あ
の
夏
、

不
眠
不
休
で
取
り
組
ん
だ
仕
事
ぶ
り
が
見

え
て
く
る
。

　「一
日
も
早
く
ま
ち
を
も
と
の
姿
に
戻

し
、
住
民
の
生
活
が
再
建
で
き
る
よ
う
に

全
力
で
取
り
組
ん
だ
」進
め
た
緊
急
対
策
工

事
は
完
成
し
、
さ
ら
に
、
地
域
の
安
全
性

を
高
め
る
た
め
の
工
事
を
実
施
中
で
あ
り
、

今
、
坂
町
に
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

　
平
成
30
年
は
６
月
頃
か
ら
雨
の
多
い
年

だ
っ
た
。
７
月
は
３
日
か
ら
雨
が
降
り
続

き
砂
防
課
で
は
断
続
的
に
水
防
体
制
に

入
っ
て
い
た
。

　
６
日
午
後
6
時
過
ぎ
広
島
県
下
ほ
ぼ
全

域
に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
令
、
砂
防

課
も
対
応
に
追
わ
れ
る
。
　
　

　
夜
に
は
県
内
多
く
の
箇
所
で
災
害
が
起

き
た
。
情
報
を
集
め
な
が
ら
翌
７
日
、
新

田
さ
ん
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
り
、
被
害

調
査
に
乗
り
出
し
た
。

　
雲
が
低
く
飛
行
に
は
向
か
な
い
条
件

だ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
惨
禍
を
目
に
す
る
。

　
山
に
無
数
に
発
生
し
た
蛇
の
道
の
よ
う

に
え
ぐ
ら
れ
た
渓
流
、
発
生
し
た
土
砂
・

激
流
が
ま
ち
を
覆
い
、
あ
ら
ゆ
る
河
口
か

ら
泥
水
が
海
に
注
ぎ
、
瀬
戸
内
海
を
泥
色

に
染
め
て
い
た
。

　
砂
防
課
で
は
土
砂
・
が
れ
き
の
撤
去
を

進
め
な
が
ら
、
二
次
災
害
を
発
生
さ
せ
な

い
た
め
応
急
復
旧
に
着
手
。
大
型
土
の
う
・

ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー
・
強
靭
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
次
々
に
設
置
し
た
。

　「
被
災
し
た
坂
町
の
皆
さ
ん
に
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
再
建
の
道
筋
を
お
示
し
す
る
こ
と

が
大
切
。
そ
の
た
め
県
で
は
多
く
の
部
署
と

横
断
的
に
連
携
し
生
活
に
寄
り
添
っ
た
プ
ラ

ン
を
作
ろ
う
と
進
め
た
」と
新
田
さ
ん
。

　
少
し
で
も
早
く
と
の
思
い
か
ら
昼
夜
関

係
な
く
業
務
を
進
め
た
。

　
被
災
後
ほ
ぼ
1
カ
月
の
８
月
６
日
、
広

島
県
は「
平
成
30
年
７
月
豪
雨 

坂
町（
坂
地

区
・
小
屋
浦
地
区
）生
活
再
建
に
向
け
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
発
表
、
8
月
9
日
に
は

小
屋
浦
小
学
校
で
説
明
会
を
開
い
た
。

　
さ
ら
に
９
月「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、

過
去
に
な
い
ス
ピ
ー
ド
感
で
対
策
工
事
を

進
め
て
い
っ
た
。

　
砂
防
事
業
を
進
め
る
中
で
、
国
と
被
災

箇
所
の
対
応
の
役
割
分
担
を
決
め
る
必
要

が
あ
っ
た
。

　
小
屋
浦
に
は
破
損
し
た
石
積
み
の
砂
防

堰
堤
の
上
流
に
新
し
い
砂
防
堰
堤
の
設
置

が
計
画
さ
れ
、
用
地
の
取
得
や
工
事
用
道

路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
経
緯
も
あ

る
。
新
田
さ
ん
は「
小
屋
浦
を
安
全
な
ま
ち

に
復
旧
す
る
の
は
県
の
仕
事
だ
と
い
う
意

識
が
県
の
中
に
強
く
あ
っ
た
」と
い
う
。

　
進
め
た「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害 

砂

防
・
治
山
施
設
整
備
計
画（
緊
急
事
業
）」で

は
坂
町
内
に
小
屋
浦
を
中
心
に
砂
防
堰
堤

を
12
箇
所
、
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策
を

4
箇
所
で
実
施
、
令
和
４
年
に
は
緊
急
事

業
は
全
て
完
了
し
た
。（
一
部
フ
ォ
ロ
ー
事

業
を
継
続
中
　
令
和
５
年
１２
月
末
現
在
）

　「
ハ
ー
ド
は
完
成
し
て
も
避
難
の
徹
底
と
、

災
害
の
教
訓
を
伝
承
し
て
欲
し
い
」と
繰
り

返
す
。
平
成
30
年
に
失
っ
た
命
の
大
切
さ
を

見
て
き
た
新
田
さ
ん
の
思
い
は
強
い
。
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坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

　
被
災
し
た
坂
町
で
は
、
河
川
や
傾
斜
地

に
不
安
定
な
土
砂
が
残
る
等
、
二
次
災
害

に
襲
わ
れ
る
危
険
も
残
り
ま
し
た
。

　
国
や
広
島
県
で
は
二
次
災
害
軽
減
対
策

事
業
を
進
め
、
応
急
的
な
安
全
の
確
保
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　
渓
流
内
に
ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー
や
強
靭
ワ

イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
等
、
破
壊
さ
れ
た
護
岸
に
は

大
型
の
土
の
う
を
設
置
す
る
等
、
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
確
か
な
安
全
・
安
心
を
実
現
す
る
イ
ン

フ
ラ
工
事
の
取
組
は
、
坂
町
復
旧
・
復
興
プ

ラ
ン
で
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
災
害
で
住
む
家
を
失
く
し
た
方
々
は
、

避
難
所
で
の
生
活
を
続
け
る
な
ど
不
便
な

状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　
こ
の
状
況
を
解
消
す
る
た
め
に
、
坂
町

で
は
住
宅
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　
7
月
19
日
に
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
場

所
を
決
定
し
、
第
１
期
は
9
月
3
日
か
ら
、

第
２
期
は
10
月
1
日
か
ら
入
居
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
第
１
次
整
備
は
、
平
成
ヶ
浜
中
央
公
園

に
58
戸
。
第
2
次
整
備
は
、
平
成
ヶ
浜
中

央
公
園
21
戸
、 

さ
か
・
な
ぎ
さ
公
園
６
戸
、

平
成
ヶ
浜
東
公
園
13
戸
を
建
設
。

　
ま
た
、
空
き
家
、
民
間
賃
貸
住
宅
、
町

営
・
県
営
・
町
有
住
宅
を
活
用
し
、
入
居
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
慣
れ
な
い
場
所
に
生
活
の
拠
点
を
移
し

た
方
、
ご
自
宅
に
戻
っ
て
も
生
活
再
建
に

関
す
る
不
安
な
ど
を
抱
え
て
い
る
方
な
ど

に
は
、
坂
町
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の

相
談
員
が
巡
回
し
、
相
談
で
き
る
環
境
を

整
え
る
な
ど
、
住
民
の
一
人
一
人
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
心
が
け
ま
し
た
。｠

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
サ
ロ
ン
活

動
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ
の
支
援
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
か
ら
２
年
経
過
し
た
令
和
２
年
10

月
、
応
急
仮
設
住
宅
は
役
目
を
終
え
、
一
部

を
除
き
解
体
さ
れ
、
も
と
の
公
園
な
ど
に

復
旧
さ
れ
ま
し
た
。

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

提供：済生会広島病院

新田さん（左）隣は現在、砂防課の谷澤裕司主査
（平成30年当時　砂防課事業調整員） 令和元年12月完成した天地川上流の砂防堰堤

復興への足掛かり
応急対策

6日夜から始まった

復興への
足掛かり
応急対策

７
日
　
空
か
ら
見
た

泥
色
の
瀬
戸
内
海

小
屋
浦
の
復
旧
は

広
島
県
で
行
い
た
い

各
部
署
と
横
断
的
に

進
め
る
復
旧

県
民
の
日
常
を

早
く
取
り
戻
す
た
め
に 

日
常
を
取
り
戻
す
た
め
　広
島
県
の
取
組

新田　勉さん

（平成30年当時）
広島県土木建築局砂防課 主査
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前よりも輝くまちへ　がんばろう坂町!!
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坂
町
で
は
令
和
元
年
９
月
、
豪
雨
災
害

か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
を
目
指
し
、

「
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
　
坂
町
復

旧
・
復
興
プ
ラ
ン
」を
策
定
、
令
和
３
年

３
月
に
一
部
改
訂
を
行
い
令
和
５
年
度
ま

で
の
期
間
で
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
坂
町 

復
旧
・
復
興
プ
ラ
ン
は
、
町
民
・

地
域
・
行
政
が
心
を
一
つ
に
全
力
を
挙
げ

て
早
期
の
復
旧
を
目
指
し
、
30
年
後
も
、

50
年
後
も
キ
ラ
リ
と
光
り
輝
く
坂
町
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

　
被
災
状
況
等
を
踏
ま
え
、
一
日
も
早
い

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
目
指
し
て
い

く
た
め
に
３
つ
の
柱
を
据
え
施
策
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
4
月
1
日
、
西
日
本
最
大
級
の

人
工
海
浜「
ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂
」に
物
販

施
設
な
ど
が
オ
ー
プ
ン
し
、
シ
ャ
ワ
ー
・
倉

庫
等
の
整
備
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ベ
イ
サ
イ

ド
ビ
ー
チ
坂
は
、
海
水
浴
客
や
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
・
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
も
利
用
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
災
害
が
起
き
る
た
び
、
ア
ウ
ト

ド
ア
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
た
支
援
活

動
を
続
け
る
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
。

　
平
成
30
年
、
坂
町
に
お
い
て
も
物
資
の

提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う

た
め
、
モ
ン
ベ
ル
創
業
者
の
辰
野
勇
会
長

は
ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂
を
訪
れ
た
。

　
国
道
の
迂
回
路
が
通
り
、
ま
た
、
土
砂

も
積
ま
れ
た
ビ
ー
チ
は
痛
々
し
い
状
態

だ
っ
た
が
、
辰
野
会
長
は
、
そ
の
素
晴
ら

し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
驚
い
た
と
い
う
。

　
大
き
な
災
害
が
起
き
る
た
び
、
ア
ウ
ト

ド
ア
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
た
支
援
活

動
を
続
け
る
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
。

　
平
成
30
年
、
坂
町
に
お
い
て
も
物
資
の

提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う

た
め
、
モ
ン
ベ
ル
創
業
者
の
辰
野
勇
会
長

は
ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂
を
訪
れ
た
。

　
国
道
の
迂
回
路
が
通
り
、
ま
た
、
土
砂

も
積
ま
れ
た
ビ
ー
チ
は
痛
々
し
い
状
態

だ
っ
た
が
、
辰
野
会
長
は
、
そ
の
素
晴
ら

し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
驚
い
た
と
い
う
。

目
前
に
美
し
い
瀬
戸
内
海
と
砂
浜
、
背
に

は
山
が
迫
る
。
絶
好
の
ア
ウ
ト
ド
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
だ
っ
た
。
坂
町
と
モ
ン
ベ
ル

は
令
和
3
年
8
月
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
等

の
促
進
を
通
じ
、
地
域
の
活
性
化
と
町
民

生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
た
め
の
協
定

を
結
ぶ
。

　
令
和
５
年
オ
ー
プ
ン
し
た
モ
ン
ベ
ル 

ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂
店
は
、
ま
ち
の
魅

力
を
生
か
し
た
災
害
か
ら
の
復
興
事
例
と

し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

目
前
に
美
し
い
瀬
戸
内
海
と
砂
浜
、
背
に

は
山
が
迫
る
。
絶
好
の
ア
ウ
ト
ド
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
だ
っ
た
。
坂
町
と
モ
ン
ベ
ル

は
令
和
3
年
8
月
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
等

の
促
進
を
通
じ
、
地
域
の
活
性
化
と
町
民

生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
た
め
の
協
定

を
結
ぶ
。

　
令
和
５
年
オ
ー
プ
ン
し
た
モ
ン
ベ
ル 

ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂
店
は
、
ま
ち
の
魅

力
を
生
か
し
た
災
害
か
ら
の
復
興
事
例
と

し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

「がんばろう！！坂町」を
合言葉に、
復興へ向けて

救護、医療機関の活動

30
年
後
も
、

50
年
後
も

キ
ラ
リ
と
光
り

輝
く
ま
ち
へ

30
年
後
も
、

50
年
後
も

キ
ラ
リ
と
光
り

輝
く
ま
ち
へ

坂
町
 復

旧・
復興プラン　３つの

柱

復興プラン全体像

くらしの再建
●被災者の日常を一日でも早く
取り戻すことを目指します。

災害に強いまち・
人づくり

●災害時における安全・安心の
確保に努めます。

まちの復旧・
インフラの強靭化・
まちの賑わい創出
●公共土木施設等の早期復旧
を目指すとともに、被災前より
も災害に強いまちづくりを実
現します。
●復興イベントを開催し、まちの
賑わいを創出します。

シーズンともなれば週末ごと
スポーツイベントが開かれる
シーズンともなれば週末ごと
スポーツイベントが開かれる
ベイサイドビーチ坂ベイサイドビーチ坂

ボランティア活動を通して
生まれた絆

～坂町とモンベル～



81 80

第
七
章
　「復
興
」

第
七
章
　「復
興
」

坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
に
伴
う
土
砂

災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
箇
所
に
お
い
て
、
再
度
災
害
防
止
の

整
備
を
行
う
た
め
国
土
交
通
省
は
、
広

島
西
部
山
系
砂
防
事
務
所
を
開
所
さ

せ
た
。（
平
成
31
年
4
月
）

　
坂
町
の
土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て
は

各
機
関
と
の
調
整
を
通
し
、
国
土
交
通

省
は
坂
地
区
を
、
広
島
県
は
小
屋
浦
地

区
・
横
浜
地
区
を
、
中
心
に
整
備
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
緊
急
的
に
坂
地
区
に
計
画
さ
れ
た

砂
防
堰
堤
は
、
総
頭
川
、
大
判
川
、
明

神
川
の
３
基
。

　
さ
ら
に
総
頭
川
の
下
流
部
に
追
加

で
砂
防
堰
堤
、
遊
砂
地
を
整
備
す
る
。

　
砂
防
堰
堤
を
建
設
す
る
た
め
、
一

部
、
町
道
の
付
け
替
え
も
行
う
必
要
が

あ
っ
た
。

｠　
平
成
30
年
7
月
、
坂
地
区
で
は
上
流

部
で
発
生
し
た
大
量
の
土
砂
が
河
川
に

流
入
し
続
け
、
河
床
の
上
昇
が
顕
著
に

見
ら
れ
た
。

　
こ
の
た
め
川
が
氾
濫
し
広
い
範
囲
で

土
砂
と
洪
水
の
氾
濫
が
複
合
的
に
起

き
る「
土
砂
・
洪
水
氾
濫
」と
い
う
被

害
を
起
こ
し
た
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
広
島
西
部
山
系
砂
防
事
務
所
で
は
、

「
土
砂
・
洪
水
氾
濫
」へ
の
対
応
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
砂
防
堰
堤
の
整
備
に
加
え

て「
遊
砂
地
」の
整
備
に
つ
い
て
も
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

　「
遊
砂
地
」は
、
川
の
流
路
を
広
く

深
く
と
り
、
多
く
の
土
砂
を
貯
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
施
工
事
例
が
少
な
く
複

雑
な
形
状
と
な
る
た
め
、
1
/
25
ス

ケ
ー
ル
水
理
模
型
に
よ
る
実
験
結
果
な

ど
を
取
り
入
れ
て
計
画
を
進
め
た
。

　
広
島
西
部
山
系
砂
防
事
務
所
は
坂

地
区
に
、
３
基
の
砂
防
堰
堤
を
整
備

し
、
さ
ら
に
１
基
の
砂
防
堰
堤
と
遊
砂

地
等
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
事
務
所
で
は
土
砂
災
害
発
生
要
因

の
解
明
、
環
境
調
査
な
ど
経
て
、
地
元

住
民
の
方
々
の
協
力
、
施
工
会
社
の
尽

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
工
事
に
あ
た
っ

た
。

　
事
業
は
、
計
画
の
立
案
、
地
域
、
施

工
会
社
と
の
調
整
を
重
ね
、
進
捗
管
理

と
、
工
事
の
全
て
に
わ
た
る
。

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
に
よ
り
坂
町

の
総
頭
川
周
辺
で
は
上
流
域
か
ら
１
３

８
，０
０
０
m3

の
土
砂
が
市
街
地
に
流

入
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
人
、
建
物
に
大
き
な
被
害
が
発
生

し
、
国
道
31
号
、
J
R
呉
線
、
総
頭
川

沿
い
の
道
等
に
通
行
止
め
が
起
き
る
な

ど
主
要
な
交
通
網
へ
の
打
撃
も
あ
っ

た
。

　
国
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
坂
地

区
で
は
、
緊
急
的
な
工
事
と
し
て
、
ま

ず
は
３
基
の
砂
防
堰
堤
の
整
備
を
進
め

た
。

　
工
事
用
道
路
の
設
置
で
は
、
田
・
畑

の
借
地
、
箇
所
に
よ
っ
て
は
山
を
切
り

開
く
工
事
な
ど
も
行
っ
た
。

　
工
事
用
車
両
の
通
行
を
減
ら
す
た

め
に
も
、
堰
堤
の
工
事
に
あ
た
っ
て

は
、「
砂
防
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
工
法
」と

い
う
技
術
を
採
用
、
現
地
で
発
生
し
た

掘
削
土
と
セ
メ
ン
ト
を
現
場
で
混
ぜ
合

わ
せ
、
工
事
に
再
利
用
す
る
こ
と
で
、

運
搬
時
の
騒
音
・
振
動
・
C
O
2
排
出

量
を
削
減
し
環
境
負
荷
低
減
に
も
取

り
組
ん
だ
。

　
堰
堤
下
流
側
の
表
面
は
、
景
観
へ
の

配
慮
や
工
期
短
縮
を
目
的
と
し
た「
残

存
型
枠
」も
採
用
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
安
全
を
担
保
す
る
た
め「
遊

砂
地
」の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

施
設
は
上
流
の
砂
防
堰
堤
で
止
め
ら
れ

な
か
っ
た
細
か
い
土
砂
を
溜
め
る
機
能

を
持
つ
。

　
工
事
に
は
I
C
T
建
設
機
械
な
ど
Ｄ

Ｘ
技
術
も
積
極
的
に
採
用
、
早
期
完
成

を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
工
事
が
進
む
と
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
上
で
の
危
険
度
も
下
が
り
、
具

体
的
に
は
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン（
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
）か
ら
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
）へ
と
移
行

す
る
場
所
も
出
て
く
る
。

　
問
題
な
の
は
、
過
去
被
災
し
た
別
地

区
で
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
避

難
指
示
が
出
さ
れ
て
も
約
４
割
の
人
が

逃
げ
て
い
な
い
と
い
う
事
例
も
見
ら
れ

た
こ
と
。
砂
防
堰
堤
へ
の
過
信
も
見
受

け
ら
れ
る
。

　
国
土
交
通
省
で
は
土
砂
災
害
が
再

び
起
こ
っ
た
場
合
に
対
応
で
き
る
施
設

整
備
を
行
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
起
こ

り
得
る
土
砂
発
生
量
は
、
雨
の
降
り
方

や
気
候
変
動
が
進
め
ば
大
き
く
変
わ
っ

て
く
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
堰
堤
が
で
き
た
の
で
、
も
う
大
丈
夫

と
言
わ
れ
る
こ
と
は
、
工
事
を
進
め
る

側
か
ら
見
る
と
心
配
に
な
る
。
坂
町
の

安
全
と
安
心
は
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の

両
面
で
実
現
さ
れ
る
。

　
決
し
て
、
驚
か
せ
る
と
い
う
意
味
で

は
な
く
、
坂
町
に
は
依
然
と
し
て
急
峻

な
山
が
あ
り
、
多
く
の
渓
流
が
あ
る
。

完
全
に
安
全
を
保
証
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
木
村
さ
ん
た
ち
が
、
毎
年
の
避
難
訓

練
や
学
校
へ
の
出
前
講
座
に
出
向
き
、

訴
え
て
い
る
の
は
こ
の
部
分
。

　
工
事
を
進
め
て
実
現
し
た
安
全
に
、

さ
ら
に
、
避
難
行
動
を
加
え
る
こ
と

で
、
大
切
な
命
が
守
ら
れ
て
い
く
。

｠

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

提供：広島西部山系砂防事務所

提供：広島西部山系砂防事務所

工事現場で開いた砂防見学会

6日夜から始まった

復興への
足掛かり
応急対策

国
が
担
当
し
た

総
頭
川
上
流
、大
判
川
上
流
、

明
神
川
上
流
の

３
基
の
砂
防
堰
堤

整
備
を
進
め
る
側
の
心
配
、

砂
防
堰
堤
への
過
信

地域防災調整官　木村　清隆さん
国土交通省 中国地方整備局　広島西部山系砂防事務所

大判川砂防堰堤
止められる土砂の量
約35,000m3

明神川砂防堰堤
止められる土砂の量
約33,000m3

総頭川渓流下流砂防堰堤と遊砂地
約3,000m3の土砂を貯める

総頭川砂防堰堤
止められる土砂の量
約42,000m3

平
成
30
年
7
月
豪
雨
で
は
土
石

流
に
加
え
て「
土
砂
・
洪
水
氾

濫
」が
発
生
し
た
と
分
析
、「
遊

砂
地
」の
整
備
を
実
施
す
る
。

（
国
土
交
通
省
）

主なインフラ整備
坂地区①

整備を進める側の心配
もう大丈夫という発想
整備を進める側の心配
もう大丈夫という発想
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化
・
伝
統
行
事
の
継

続
が
で
き
な
く
な
る

な
ど
の
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
賑

わ
い
や
地
域
へ
の
愛

着
が
失
わ
れ
、
さ
ら

な
る
人
口
減
少
を
招

く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
流
出

し
た
人
口
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
被
災
前
よ

り
も
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
、
各
種

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

復
旧
:
災
害
に
よ
っ
て
壊
れ
た
施
設
や
機
能
を
災
害
前
の
状

態
に
戻
す
こ
と
。

復
興
:
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
前
以
上
の
活
力
を
備
え
る
よ

う
に
、
暮
ら
し
と
環
境
を
再
建
し
て
い
く
こ
と
。

第
七
章
　「復
興
」

第
七
章
　「復
興
」

坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

大量の土砂・流木で壊れた橋や道路を復旧し、崩壊し裾に大きな被害を与えた急傾斜地に崩壊対策工事などを行いました。

主なインフラ整備
坂地区②

主なインフラ整備
水尻・亀石地区

主なインフラ整備
横浜地区

6日夜から始まった

復興への
足掛かり
応急対策

安全・安心なまちを目指す。
その基盤となるインフラの整備を進めました。

平成30年7月豪雨災害 坂町復旧・復興プラン（令和元年9月）より

多
く
の
整
備
が
進
み
、
以
前
よ
り
災
害
に
強
い
ま
ち
を
実
現
し
ま
し
た
。

30
年
後
も
、
50
年
後
も
キ
ラ
リ
と
光
り
輝
く
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

総頭川の整備
（河川と歩道部分）

坂西二丁目（西側地区）
急傾斜地崩壊対策　R1.12完成

水落川　 砂防堰堤設置
R3.10完成

水尻川支川３ 砂防堰堤設置
R4.8完成

水尻川支川４  砂防堰堤設置
R4.3完成

横浜西一丁目
急傾斜地崩壊対策　R2.4完成

総頭川（下流砂防堰堤・遊砂地） 総頭川1号線総頭川（砂防堰堤）

上水落川（護岸）

上水落川（河川）

横浜東二丁目
急傾斜地崩壊対策　R1.10完成

横浜中央二丁目 砂防堰堤設置
R4.5完成

提供：広島県砂防課
提供：広島県砂防課

提供：広島県砂防課

提供：広島県砂防課

亀石川2 砂防堰堤

　
住
宅
の
再
建
、
道
路
、
橋
梁
、
河
川
、
砂

防
な
ど
、
早
急
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
30

年
後
も
、
50
年
後
も
キ
ラ
リ
と
光
り
輝
き
、 

町
民
が
希
望
を
抱
け
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に

は
、
単
に
被
災
前
の
姿
に
戻
す
だ
け
で
は
な 

く
、
災
害
を
機
に
生
活
基
盤
な
ど
、
今
ま
で

の
課
題
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
改
善
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
坂
町
が
よ
り
魅

力
あ
る「
ま
ち
」と
な
る
た
め
に
、
単
な
る
復

旧
で
は
な
く
創
造
的
な
復
興
を
目
指
し
ま

す
。

　
ま
た
、
豪
雨
災
害
後
、
被
災
地
区
で
の
転

出
者
が
増
加
し
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。 

人
口
の
減
少
は
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文

横浜西一丁目（急傾斜地対策）

進めた復旧事業 坂地区

進めた復旧事業 水尻地区

進めた復旧事業 横浜地区
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進めた復旧事業 小屋浦地区
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興
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坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

※各工事写真の右下は工事箇所名（位置はおおよそのものです）
出典：国土地理院撮影の空中写真（平成30年7月撮影）を加工して作成

　
崩
落
し
た
二
つ
の
橋
を
復
旧
、

川
の
護
岸
と
川
底
の
整
備
も
進

め
川
の
水
を
下
流
に
流
し
や
す

く
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
、
歩
道
の
復
旧
も
進
め
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

大判川（護岸）大判川（護岸）天地川（護岸）

天地川　本谷橋町道天地川1号線 歩道の整備

主なインフラ整備
小屋浦地区①

主なインフラ整備
小屋浦地区②

6日夜から始まった

復興への
足掛かり
応急対策

天地川上流　 砂防堰堤設置
R1.12完成

天地川Ⅰ-1

天地川Ⅲ-1

天地川
（推積工）

天地川上流

天地川下流提供：広島県砂防課

天地川支川1

天地川支川3

天地川支川1-2 天地川支川1-5

天地川支川5

天地川支川6

天地川支川2

天地川支川8

天地川支川9

天地川支川10

天地川上流

天地川下流

天地川
（推積工）

天地川Ⅰ-1

天地川Ⅲ-1
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令和2年12月、竣工した「たいびエコ
センター」、被災した「リサイクルセン
ター坂」に代わり、町内の資源ごみ
等の中間保管施設として稼働してい
ます。

　
災
害
公
営
住
宅
は
、
災
害
な
ど
で

自
宅
を
失
っ
た
被
災
者
向
け
に
、
地

方
自
治
体
が
整
備
す
る
賃
貸
住
宅
で

す
。

　
被
災
直
後
に
一
時
的
な
住
ま
い
と

し
て
無
償
提
供
さ
れ
る
応
急
的
な
仮

設
住
宅
と
は
異
な
り
、
恒
久
的
に
暮

ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
坂
町
で
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨

の
被
害
を
受
け
て
、
住
む
家
の
な
く

な
っ
た
方
々
の
た
め
に
町
内
６
箇
所

に
全
85
戸
の
住
宅
を
建
設
し
ま
し

た
。（
令
和
2
年
3
月
完
成
）

（坂町自然災害伝承公園内）

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

新しい暮らし、
はじまる

救護、医療機関の活動

坂東三丁目住宅（2戸） 横浜中央二丁目住宅（4戸） 小屋浦一丁目住宅（31戸）

北新地二丁目住宅1号棟（21戸） 北新地二丁目住宅2号棟（23戸） 坂東二丁目住宅（4戸）

　
令
和
４
年
４
月
竣
工
、
豪
雨

災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
将

来
に
伝
承
し
、
風
化
さ
せ
な
い

た
め
の
取
組
と
し
て
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
は
も
ち
ろ
ん
遠

方
か
ら
も
防
災
教
育
や
研
修
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
地
域
住
民
の
方
の
津
波
一
時
避

難
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま

す
）

「坂町災害伝承ホール」「坂町災害伝承ホール」

危
ぶ
ま
れ
た
園
の
再
建

自
分
の
命
を
守
る
た
め
に

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
、

わ
か
ら
な
い

小屋浦みみょう保育園 園長

柳楽　薫さん

防災意識の先にあるもの

月に数回行う訓練

平成30年　被災した旧園舎

　「新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
の
園

が
、
地
域
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

り
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集
う
場
所
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
、
職
員
み
ん
な
で
思

い
を
共
有
し
て
い
ま
す
」と
話
す
柳
楽

薫
さ
ん
は
、
令
和
2
年
春
に
、
小
屋
浦

み
み
ょ
う
保
育
園
の
園
長
に
就
き
ま
し

た
。　災

害
発
生
当
時
、
広
島
市
内
の
保
育

園
に
勤
務
し
て
い
た
坂
町
在
住
の
柳
楽

さ
ん
自
身
も
、
被
災
者
の
一
人
で
す
。

　
2
m
近
い
土
砂
に
埋
も
れ
全
壊
し
た

園
舎
。
一
時
は
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
保
護
者
た
ち
の
強
い
願
い
を
受

け
、
園
は
建
て
替
え
を
決
め
ま
し
た
。

令
和
2
年
10
月
、
２
年
３
カ
月
ぶ
り
に

新
園
舎
が
完
成
し
、
日
常
を
取
り
戻
し

ま
し
た
。

　
３
階
建
て
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
園
舎

は
、
最
上
階
に
備
蓄
品
な
ど
を
常
備

し
、
必
要
に
応
じ
て
地
域
の
人
が
避
難

で
き
る
場
所
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て

い
ま
す
。
柳
楽
さ
ん
は
、
仮
園
舎
で
の

保
育
に
関
わ
る
期
間
は
短
か
っ
た
も
の

の
、「
被
災
当
時
の
苦
労
や
、
再
建
ま

で
の
道
の
り
を
知
る
職
員
や
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
新
園
舎
の
完
成
の
喜
び

は
格
別
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」と
、
そ

の
心
情
に
思
い
を
寄
せ
ま
す
。

　
こ
の
地
域
で
暮
ら
し
、
こ
こ
へ
通
う

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ど
う
や
っ

て
防
災
意
識
を
植
え
付
け
る
か
は
、
園

の
大
き
な
テ
ー
マ
。
起
こ
り
う
る
災
害

も
、
水
害
だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
1

カ
月
に
2
〜
3
回
実
施
し
て
い
る
避
難

訓
練
で
は
、『
地
震
』『
津
波
』『
水
害
』

『
火
災
』な
ど
、
起
こ
り
う
る
災
害
を
い

く
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
避
難
方
法
を
ゲ
ー
ム
形
式
な
ど
で

覚
え
て
い
く
。
ま
た
、
年
に
一
度
、
地

域
の
防
災
士
に
よ
る
防
災
教
室
を
開

催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
発
生
時
に
ど

の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か
を
、
小

屋
浦
小
の
児
童
ら
と
と
も
に
学
び
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
取
組
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
平
穏
な
毎
日
に
慣
れ
て
、
行
動
に
移

せ
な
く
な
る
こ
と
の
心
配
も
あ
り
ま

す
。「
い
ざ
と
い
う
時
、
自
分
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
」を
、
よ
り
深
め
て

学
習
す
る
将
来
の
た
め
に
、
保
育
園
で

の
取
組
が
そ
の
下
地
に
な
り
、
自
主
的

に
行
動
を
と
れ
る
、
そ
し
て
、
地
域
を

愛
す
る
気
持
ち
を
持
っ
た
子
ど
も
達
を

育
て
て
い
き
た
い
と
柳
楽
さ
ん
は
考
え

て
い
ま
す
。
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

救護、医療機関の活動

坂地区
総頭川上流

横浜地区
横浜西一丁目 平成30年7月から5年が経過した坂町の様子です。風景はど

のように変化したでしょうか。
災害を乗り越え、日常を取り戻した様子がわかります。

総
頭
川
上
流
で
発
生
し
た
土

石
流
が
下
流
の
ま
ち
を
襲
い

ま
し
た
。
国
の
応
急
対
策
事

業
に
よ
り
上
流
に
砂
防
堰
堤

を
作
り
、
護
岸
の
整
備
、
張

出
し
歩
道
の
補
修
・
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

横
浜
西
一
丁
目
で
は
、
が
け

崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。
広

島
県
の
応
急
対
策
工
事
に
よ

り
法
面
を
整
備
、
斜
面
へ
の

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

H30年7月

H30年7月

坂地区
サンスターホール前

水尻地区
水尻駅

H30年7月H30年7月

H30年7月

坂地区
坂公民館前

土
砂
・
洪
水
氾
濫
に
襲
わ
れ

た
総
頭
川
中
流
域
で
も
、
堆

積
物
を
取
り
除
き
住
宅
・
施

設
な
ど
の
復
旧
が
進
ん
で
い

ま
す
。

H30年7月

坂町　復旧・復興の足跡①

※復旧時の写真・情報は、おおよそ令和5年度末のものです

水尻地区
上水落川

水
尻
地
区
で
も
渓
流
が
崩
壊
し
、

大
量
の
土
砂
は
J
R
呉
線
の
付

近
で
１
m
程
度
堆
積
し
ま
し
た
。

渓
流
上
流
に
３
基
の
砂
防
堰
堤

を
設
置
。
復
興
も
進
み
、
ベ
イ

サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂
に
は
商
業
施

設
が
オ
ー
プ
ン
、
ま
た
、
広
島

呉
道
路
４
車
線
化
事
業
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

H30年7月
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SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

救護、医療機関の活動

亀石地区
サービスステーション付近

H30年7月

H30年7月

H30年7月

H30年7月

小屋浦地区
天地川上流

小屋浦地区
宮前橋

平
成
30
年
7
月
6
日
20
時
頃
、
天
地

川
上
流
の
渓
流
が
崩
壊
し
、
下
流
の

地
区
を
襲
い
ま
し
た
。

広
島
県
は
こ
の
箇
所
に
３
基
の
砂
防

堰
堤
、
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
堆
積
工

等
を
作
り
、
安
全
・
安
心
を
高
め
て

い
ま
す
。

小
屋
浦
四
丁
目
付
近
で
は
、

天
地
川
は
土
砂
で
埋
ま
り
川

の
形
を
失
い
ま
し
た
。
大
量

の
堆
積
物
は
、
各
機
関
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
多
く
の

方
々
の
支
援
が
あ
り
、
秋
頃

に
は
ほ
ぼ
全
て
を
撤
去
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

H30年7月

坂町　復旧・復興の足跡②

H30年7月

小屋浦地区
坂町自然災害伝承公園

亀
石
地
区
で
は
海
に
近
い
山
裾
が
崩
壊
し

ま
し
た
。

地
区
の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
シ
ョ
ッ
プ
で
は
防
災
を
踏
ま

え
た
店
舗
づ
く
り
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
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坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

「正常性バイアス」とは誰も
が持つ心の動きで時に避難
活動の妨げになると言われて
います。
その仕組みを広島大学大学
院の匹田准教授に聞いてみ
ました。

　
観
測
機
器
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
発
達
に
よ
っ
て
、
避
難
を
促

す
情
報
は
、
よ
り
正
確
に
細
や
か
に
、

手
元
に
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
避
難
を
す
る
べ
き
人
た
ち

が
避
難
し
な
い
。
自
分
は
大
丈
夫
だ
と

思
っ
て
し
ま
う
、
こ
れ
ま
で
の
そ
れ
ぞ

れ
の
経
験
か
ら
、
自
分
は
避
難
し
な
く

て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
、
安
心
し
て
し

ま
う
人
が
多
く
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
特
別
警
報
が
出
た
と

き
に
、
避
難
所
に
避
難
を
検
討
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
具
体
的
に
何
か
行

動
を
起
こ
し
ま
し
た
か
。
き
っ
と
自
分

は
大
丈
夫
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
何
も
し

な
か
っ
た
り
、
な
に
か
と
理
由
を
つ
け

て
行
動
し
な
か
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
確
か
に
豪
雨
の
と
き
は
、
で
き
れ
ば

外
出
し
た
く
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
一
方
で
、
遠
く
に
住
む
親
戚
や
友
人

が
、
危
機
が
迫
っ
て
も
避
難
し
な
い
で

い
る
の
を
知
る
と
、
そ
の
人
の
判
断
の

甘
さ
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　
他
人
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
冷
静
な

　平
成
30
年
7
月
豪
雨
の
教
訓
を

活
か
し
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。「
豪
雨
の
中
、
町

の
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ

た
」「
早
い
段
階
で
川
の
状
態
が
知

り
た
か
っ
た
」な
ど
の
声
に
応
え
、

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
無

償
貸
与
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増

設
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、

消
防
備
品
の
購
入
や
施
設
の
復
旧

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　河
川
監
視
の
映
像
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
で
確
認
で
き
ま
す
。

判
断
が
で
き
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
い

ざ
自
分
の
こ
と
と
な
る
と
危
機
が
迫
っ

て
い
て
も
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
楽
観
的

に
判
断
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
正
常
性

バ
イ
ア
ス
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
災
害
か
ら
自
分
の
命
を
守
る
こ
と

は
、
こ
の
正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
の
戦
い

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
一
人
で
は
正
常
性
バ
イ
ア
ス
か
ら

逃
れ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
周
り
の

人
々
と
、
判
断
の
甘
さ
を
指
摘
し
あ
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
親
戚
や
友
人
が
ス
マ
ホ
で
危
機
を
指

摘
し
て
く
れ
た
り
、
必
要
な
情
報
を
教

え
て
く
れ
た
り
、
励
ま
し
て
く
れ
た

り
。
災
害
時
に
ス
マ
ホ
は
大
活
躍
す
る

で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
避
難
す
る
と
な
っ
た
と
き

に
は
、
遠
く
の
親
戚
や
友
人
よ
り
、
近

く
の
他
人
が
頼
り
に
な
り
ま
す
。
同
じ

町
内
の
人
こ
そ
、
同
じ
危
機
に
直
面
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
逃
げ
る
時
に
声
を

掛
け
合
う
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら

手
を
貸
す
。
同
じ
町
内
の
人
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な

時
に
は
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

災害に強い
まちづくり

匹田　篤さん
（広島大学大学院
人間社会科学研究科・
准教授）

避難をしない心理要素　正常性バイアスとは

「オレンジリング」を手に

増設された屋外スピーカー 河川監視カメラの設置 戸別受信機の無償貸与

　
地
域
高
齢
者
の
包
括
的
、
継
続
的
な

ケ
ア
活
動
を
行
う
坂
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
。
木
下
さ
ん
と
６
人
の
職

員
は
住
民
が
地
域
で
孤
立
し
な
い
よ

う
、
支
援
の
必
要
な
人
の
と
こ
ろ
に
積

極
的
に
出
向
く『
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支

援
』に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　「
平
成
30
年
の
災
害
時
、
私
た
ち
は

支
援
が
必
要
な
人
の
元
に
向
か
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場（
保
健
師
・
看
護
師
・

社
会
福
祉
士
な
ど
）か
ら
支
援
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
住
ん
で
い
た
地
域
を
離

れ
、
別
の
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
は
じ
め
た

人
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
が
孤
立
し

な
い
よ
う
に
と
力
を
入
れ
ま
し
た
」

　「
あ
の
災
害
は
、
ま
ち
に
と
っ
て
辛

い
出
来
事
で
し
た
。
そ
の
中
で
私
た
ち

が
何
を
学
び
、
実
践
し
て
い
く
の
か
が

重
要
で
す
。「
防
災
・
減
災
」で
大
切
な

こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
地
域
と
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
。
特
に
子
ど
も
の
頃

か
ら
そ
う
い
う
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
こ
と

が
、
将
来
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
大
き
な

財
産
に
な
る
は
ず
で
す
」

　
木
下
さ
ん
が
中
心
と
な
り
始
め
た

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」は
、
認
知
症
の
高

齢
者
に
向
け
た
地
域
の
見
守
り
活
動
。

町
内
の
小
学
5
・
6
年
生
の
ラ
ン
ド
セ

ル
に
認
知
症
理
解
者
の
証
で
あ
る「
リ

ン
グ
」を
装
着
し
て
も
ら
い
登
下
校
時

に
高
齢
者
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。

　「
い
つ
も
会
う
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
様

子
が
お
か
し
い
と
、
子
ど
も
た
ち
が
教

頭
先
生
に
伝
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

そ
の
方
へ
の
支
援
が
始
ま
っ
た
と
い
う

事
例
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
方
々
は

子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
も
地
域
を
見
守
っ
て
い
る

の
で
す
」

木下　健一さん
坂町地域包括支援センター
生活支援コーディネーター　

住んで良かったと思える坂町へ

　
小
屋
浦
三
丁
目
に
住
む
木
村
雄
一
さ

ん
。
平
成
30
年
の
災
害
で
は
１
階
が
丸

ご
と
浸
水
し
、
8
日
夕
方
に
ボ
ー
ト
で

助
け
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
復
旧
に
は

多
く
の
人
が
力
を
貸
し
て
く
れ
た
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
何
か
恩

返
し
を
し
た
い
と
、
次
の
災
害
に
備
え

て
防
災
士
の
資
格
を
取
る
こ
と
を
決
意

し
た
。

　
坂
町
が
進
め
る
防
災
士
の
講
座
に
い

ち
早
く
参
加
し
、
令
和
元
年
に
は
資
格

を
取
得
し
た
。

　「
防
災
士
の
講
座
で
最
初
に
言
わ
れ

た
こ
と
は
、
ま
ず
自
分
の
命
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
。
自
分
の
命
を

守
れ
な
い
人
は
、
人
を
守
る
こ
と
は
で

き
な
い
」「
そ
し
て
地
域
を
よ
く
知
り
、

連
帯
を
深
め
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
避

難
行
動
の
徹
底
に
つ
な
が
っ
て
く
る
」

　
地
域
の
連
帯
を
深
め
て
い
く
こ
と

に
、
小
屋
浦
地
区
に
は
絶
好
の
機
会
が

あ
る
。
そ
れ
は
秋
祭
り
だ
。

　
平
成
30
年
は
祭
り
を
開
け
な
か
っ

た
。
そ
の
次
の
年
も
規
模
縮
小
。
そ
し

て
、
コ
ロ
ナ
・・・
。
令
和
５
年
は
数

年
ぶ
り
に
本
格
的
な
祭
り
を
開
く
チ
ャ

ン
ス
だ
っ
た
。

　「
小
屋
浦
は
も
と
も
と
地
域
の
つ
な

が
り
が
強
い
と
こ
ろ
。
災
害
で
少
し
ほ

ど
け
て
し
ま
っ
た
が
、
も
う
一
度
結
び

直
し
た
い
」

　「
地
区
の
人
口
は
減
少
し
た
が
、

残
っ
た
者
は
頑
張
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
な
い
と
い
け
な
い
」

　
青
年
団
、
そ
し
て
木
村
さ
ん
が
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
る
小
屋
浦
防
災
士
会
は

準
備
を
進
め
、
こ
の
年
、
昔
の
ま
ま
の

祭
り
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
マ
ッ
カ
と
い
う
赤
鬼
が
子
ど
も
達
を

追
い
回
す
小
屋
浦
の
秋
祭
り
。
幼
い
子

ど
も
達
は
泣
き
じ
ゃ
く
り
助
け
を
求
め

る
。
子
ど
も
に
は
迷
惑
な
祭
り
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
の
子
ら
も
数
年
後
に
は

追
い
回
す
方
に
な
る
。

　
小
屋
浦
の
地
域
を
守
っ
て
い
く
、
子

ど
も
達
の
小
屋
浦
を
つ
く
っ
て
い
く
。

令
和
5
年
10
月
、
秋
の
空
に
賑
や
か
な

歓
声
が
続
い
て
い
た
。

木村　雄一さん
小屋浦防災士会代表

災害に強いひとづくり
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坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

SKY協働センターが主催したマルシエ

設置を支援した小屋浦コミュニティハウスでの喫茶

坂町立小屋浦小学校　香川校長

令和5年度の5年生が作った防災カルタ

　令和５年度に創立150周年を迎えた小屋浦小
学校は、地域に愛され、多くの住民が巣立った小
学校だ。創立記念の式典を迎え、校長の香川さ
んがあらためて思うのは「地域の皆さんが、いか
にこの学校に愛着を持っているか」ということだ。

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

指導にあたった西正敏教諭（左）　西村光裕教諭（右）　

令和４年度の５年生
が作った防災紙芝居

小屋浦小学校
平成３０年には避難
所、臨時の保育園、
校庭は土砂の置き
場所にもなった

6日夜から始まった

復興への
足掛かり
応急対策

　
S
K
Y
協
働
セ
ン
タ
ー
は
豪
雨
に
よ
り

大
き
な
被
害
を
受
け
た
坂
町
で
、
復
興
後

の
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
活
性

の
た
め
様
々
な
活
動
を
企
画
、
支
援
し
て

い
る
。

　
Ｓ
Ｋ
Ｙ
は
、Saka

（
坂
）、 K

oyaura

（
小
屋
浦
）、 Yokoham

a

（
横
浜
）と
町
内

の
3
つ
の
地
区
の
頭
文
字
か
ら
と
っ
た
。
3

つ
の
地
区
が
協
働
し
て
ひ
と
つ
に
な
る
こ

と
、
地
区
は
異
な
っ
て
も
空（s
k
y
）は
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

る
。

　
主
な
活
動
と
し
て
旧
災
害
公
営
住
宅
で

毎
月
開
催
し
て
い
る
サ
ロ
ン
交
流
会
等
。

入
居
者
と
考
え
、
菓
子
や
飾
り
物
づ
く
り
、

草
花
の
寄
せ
植
え
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
誰

も
が
参
加
で
き
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
を

企
画
。
交
流
会
に
は
、
町
内
の
看
護
師
や

社
会
福
祉
士
の
資
格
と
経
験
を
持
つ
住
民

や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
し
て
い
る
。

　
代
表
を
務
め
る
大
迫
雅
俊
さ
ん
は
平
成

30
年
、
消
防
団
と
し
て
、
ま
ち
の
復
旧
活

動
等
に
あ
た
り
、
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
応
急
仮
設
住
宅
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
な
ど
に
参
加
、
坂
町
の

人
に
よ
る
交
流
の
場
づ
く
り
の
必
要
を
感

じ
た
。

　
副
代
表
の
加
藤
直
美
さ
ん
は
社
会
福
祉

協
議
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
。
今
は
立
場
を
変
え
て
、
地
域
交

流
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　
S
K
Y
協
働
セ
ン
タ
ー
の
存
在
は
、
新

し
い
コ
ミ
ュ
テ
ィ
づ
く
り
へ
と
活
動
の
領
域

を
広
げ
て
い
る
。

　
N
P
O
の
拠
点「
ス
カ
イ
ハ
ウ
ス
」は
、

子
ど
も
達
が
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
毎
週

開
放
す
る
他
、
様
々
な
年
齢
層
が
一
堂
に

会
す
る
サ
ロ
ン
交
流
会
の
場
を
目
指
し
て

い
る
。

　
開
催
す
る
マ
ル
シ
ェ
、
こ
ど
も
祭
り
な
ど

を
通
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、
一

緒
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
、
地
域
の
結

び
つ
き
を
深
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
。

　
坂
町
の
人
に
よ
る
坂
町
の
ま
ち
づ
く
り
、

高
齢
者
も
子
ど
も
達
も
、
キ
ラ
リ
と
光
り

輝
く
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。

　
災
害
復
興
の
中
で
生
じ
る
課
題
と
向
き

合
い
、
町
内
の
様
々
な
人
た
ち
と
協
働
し

て
解
決
し
て
い
く
、
そ
の
役
割
の
一
翼
を

S
K
Y
協
働
セ
ン
タ
ー
は
担
っ
て
い
る
。

坂
町
、
３
つ
の
地
区
は

つ
な
が
っ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

地
域
の
結
び
つ
き
を
深
め
る

人
と
人
が

寄
り
添
え
る
ま
ち
へ

復
興
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

S
K
Y
協
働
セ
ン
タ
ー(

特
定
非
営
利
活
動
法
人)

S
坂

K
小屋浦

Y
横浜

年
、
そ
の
形
は
様
々
だ
が
、
学
校
に
限
ら

ず
、
保
育
園
児
や
地
域
の
お
年
寄
り
に
対

し
て
も
発
表
の
場
が
設
け
ら
れ
る
。

　
や
が
て
6
年
生
と
な
っ
た
児
童
は
、
防

災
を
含
め『
地
域
を
笑
顔
に
す
る
た
め
に
何

が
で
き
る
か
』を
テ
ー
マ
に
、
ふ
る
さ
と
小

屋
浦
を
大
切
に
考
え
る
機
会
を
創
出
し
て

い
る
。

　
小
屋
浦
小
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
が

担
う
の
は
、
こ
の
地
域
の
未
来
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
、
助
け
合
い
の
気
持

ち
を
醸
成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
こ
れ
ま

　 

小
屋
浦
小
学
校
で
は
、
災
害
の
記
憶
を

忘
れ
ず
、
児
童
発
信
に
よ
る
防
災
意
識
の

啓
発
に
取
り
組
む
。
3
年
生
か
ら「
防
災
」

に
特
化
し
た
授
業
に
臨
み
、
伝
え
る
た
め

の
様
々
な
手
法
を
凝
ら
す
。

　
災
害
の
事
実
や
、
当
時
を
知
る
人
の
言

葉
な
ど
の
情
報
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
児
童

は
、
4
年
時
に
は
、
取
り
組
ん
だ
成
果
を
い

か
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
か
を
考
え
て
形

に
し
、
5
年
時
に
発
表
す
る
仕
組
み
だ
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
製
に
始
ま
っ
た
取
り

組
み
は
、
紙
芝
居
、
防
災
カ
ル
タ
と
、
毎

で
の
取
組
を
通
じ
、
香
川
さ
ん
は「
災
害
の

記
憶
と
防
災
意
識
を
伝
承
す
る
の
は
、
こ

の
学
校
の
使
命
で
あ
り
、
児
童
も
そ
の
思

い
を
共
有
し
て
い
ま
す
」と
言
う
。
だ
が
、

現
実
問
題
と
し
て
、
災
害
時
の
記
憶
を
と

ど
め
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
、
や
が
て
は
卒

業
し
て
い
く
。
児
童
か
ら
発
信
す
る
取
組

は
や
が
て
、
姿
を
変
え
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
転
換
期
は
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

そ
の
時
は
、
伝
え
聞
い
た
こ
と
を
、
次
の
世

代
へ
の
バ
ト
ン
と
し
て
継
承
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
地
域
に
愛
さ
れ
る
小
学
校
に
は
、

き
っ
と
多
く
の
卒
業
生
た
ち
が
訪
れ
、
後

輩
へ
と
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
く
れ
る
は

ず
だ
。

語
り
継
ぐ
こ
と
は
、

こ
の
学
校
の
使
命

こ
れ
ほ
ど
地
域
に
愛
さ
れ
る

小
学
校
は
な
い

防災、それは
地域を愛する気持ち

坂町立小屋浦小学校
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坂
町
の

自
然
的
特
性
と

土
砂
災
害

平成30年　天地川上流の調査を行った

SAKA town
坂町 災害・復興記録誌

提供：RCC中国放送

6日夜から始まった

復興への
足掛かり
応急対策

海堀　正博さん
広島大学防災・減災研究センター センター長
坂町土砂災害対策有識者委員会 委員長

坂
町
で
豊
か
に

暮
ら
す
た
め
に

坂
町
の
財
産
、
人
と
自
然

　
青
々
と
し
た
海
、
緑
豊
か
な
山
、
コ
ア
ス

ト
ー
ン
の
巨
石
が
織
り
な
す
風
景
、
見
事

な
も
の
で
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
景
観
は
、
美

し
い
自
然
環
境
の
一
部
で
あ
り
、
坂
町
の
財

産
そ
の
も
の
で
す
。
た
だ
、
異
常
な
大
雨
や

強
い
地
震
動
に
見
舞
わ
れ
た
時
に
は
山
が

崩
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
流
木
や
巨
石

混
じ
り
の
土
石
流
と
な
っ
て
流
れ
下
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
自
然
の
恵
み

を
享
受
し
つ
つ
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
命

が
守
れ
る
よ
う
な
生
活
の
場
を
築
く
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
幸
い
、
坂
町
で
は
地
域
の
行
事
が
大
切

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な
祭
り
や
催

し
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
世

代
を
超
え
て
人
々
が
協
力
し
あ
う
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の「
つ
な
が
り
」は
、
防
災

が
必
要
に
な
っ
た
時
に
も
、
と
て
も
役
に
立

つ
も
の
で
す
。
経
験
者
か
ら
未
経
験
者
へ
、

地
域
を
よ
く
知
る
世
代
か
ら
よ
く
知
ら
な

い
世
代
へ
、
た
と
え
ば
、
過
去
の
災
害
や
地

名
の
由
来
、
地
域
の
成
り
立
ち
や
言
い
伝

え
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が
、
未
経
験
者
や

若
者
に
と
っ
て
は
と
て
も
役
に
立
つ
情
報

に
な
り
ま
す
。
逆
に
、
新
技
術
を
普
通
に

使
い
こ
な
す
若
者
世
代
か
ら
は
使
う
こ
と

が
難
し
い
高
齢
者
世
代
へ
、
新
技
術
の
使

い
方
や
情
報
の
中
身
を
教
え
て
あ
げ
れ
ば
、

真
の
支
え
合
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
の
時
に
は
、
坂
町

で
も
た
く
さ
ん
の
崩
壊
や
土
石
流
等
が
発

生
し
、
残
念
な
が
ら
多
く
の
命
が
失
わ
れ

る
深
刻
な
災
害
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
も
、
同
じ
よ
う
な
大
き
な
災
害
を
昔

の
人
も
経
験
し
て
い
て
、
そ
の
時
の
無
念

を
石
碑
で
私
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
し
て
く

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
か
す
こ
と

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
た
ち
は
今
、
こ
の
経
験
し
た
無
念
を

将
来
に
伝
え
て
、
仮
に
再
び
自
然
の
猛
威

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
二
度
と

悲
惨
な
災
害
に
せ
ず
に
済
む
よ
う
に
、
み

ん
な
に
命
を
守
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
石
碑
や
災
害
誌
や
語
り
部
に
よ

る
伝
承
な
ど
を
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り

の
中
で
活
か
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
も
み

ん
な
が
命
を
守
れ
る
よ
う
な
坂
町
に
な
っ

て
い
け
ば
良
い
の
で
す
。

世
代
を
超
え
た

つ
な
が
り
の
中
で

平成30年7月
7月
9月
10月

令和元年5月
9月

令和2年3月

平成30年7月豪雨
坂町災害たすけあいセンター開設（平成30年12月8日まで）
応急仮設住宅入居開始（令和5年2月全世帯退去）
坂町地域支えあいセンター開設（令和4年3月まで）
防災行政無線「戸別受信機」の貸与開始
平成30年7月豪雨災害坂町復旧・復興プラン策定
坂町災害公営住宅完成

4月
10月

新型コロナウイルスに対して緊急事態宣言が出される
小屋浦みみょう保育園園舎完成 12月　たいびエコセンター完成

令和3年3月 坂町水害碑建立   　5月　坂町自然災害伝承公園完成

坂
町 

復
旧
・
復
興
への
歩
み

（小屋浦公園の別称）

令和4年4月 河川監視カメラ運用開始  　4月　坂町災害伝承ホール開館

令和5年3月 坂町文化財倉庫完成

10月 坂町防災合言葉決定  10月　坂町総合防災訓練

坂町防災合言葉
待つな！迷うな！逃げろ！

河川監視カメラの映像 河川監視カメラ
WEB
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平
成
30
年
７
月
、
突
然
の
災
害
に
私
た

ち
の
暮
ら
し
は
一
変
し
ま
し
た
。

　
豪
雨
に
襲
わ
れ
た
次
の
日
の
朝
の
光
景
。

　
あ
る
と
こ
ろ
で
は
浸
水
の
被
害
、
あ
る
と

こ
ろ
で
は
土
石
流
の
被
害
な
ど
、
町
中
が
大

き
な
痛
手
を
負
い
ま
し
た
。

　
大
切
な
人
も
失
い
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た

家
を
失
っ
た
人
も
い
ま
す
。

　
絶
望
の
淵
で
、
多
く
の
人
が
手
を
差
し
伸

べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
国
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
全
国
か
ら
贈
ら
れ
た
あ
た
た
か
い
支
援

の
数
々
。

　
私
た
ち
は
、
絆
を
感
じ
な
が
ら
、
力
を
振

り
絞
り
、
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　
ま
ち
に
は
、
ま
だ
、
災
害
の
爪
痕
も
残
り

ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
今
日
、
日
常
を
取
り
戻
せ
た

の
は
、
町
が
一
丸
と
な
り
、
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い
坂
町
に
す
る
た

め
に
歩
み
を
続
け
ま
す
。
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坂
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の

自
然
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特
性
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土
砂
災
害

6日夜から始まった

復興への
足掛かり
応急対策
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平成三〇年　七月の記憶
防災の大切さを伝承していきます

町の鳥 メジロ
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本誌の記事・写真などの無断転載を禁じます。

順
不
同

「待つな！　迷うな！　逃げろ！」
坂中学校3年　宮𦚰　叶さん

最優秀賞

坂町防災合言葉
令和4年10月決定



坂町 災害・復興記録誌

平成三〇年　七月の記憶

広島県坂町
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